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は じ め に

近年における明治期の農業史研究は決して活発とは言えないが,老農層の再評価の視点を含

みつつ,明治農法の理解に修正を迫る研究が積極的に行われてきている1)のもまた事実である｡

これらの研究は,これまで明治農法を官が唱導する理念的 ･画一的な農法と狭 くとらえてきた

のに対 して,｢明治期に,産業革命に対応 して,日本の農業生産力が急増する｣ことをもたら

した各地の農法を総称 してとらえようとの飯沼二郎氏の提言2)を具体的に深化させるものであ

ると言える｡ これまでの研究のなかでは塩水選や正条植 ･乾田馬耕などのように明治中 ･後期

に奨励 ･唱導された新技術がいわばティピカルな形でとらえられていたのに対 し,このような

研究の方向は (個々の論調に異同があるとは言え全体としては)農業技術 (ことに稲作技術)

は各地域の自然 ･風土 ･歴史的条件に規定されながらそれ自体システイマテイックな一連の体

系性とその発展法則を固有するというごく当然の事柄を改めて見直すことをもたらすことにな

ったと言えよう｡ 本稿もこうした研究をうけながら,明治10年代の秋田県農業 (稲作)の技術

段階を検討 しようというものである｡

明治10年代といえば一般の多くの農民はインフレから極度のデフレという経済的な大変動の

なかで分解の危機にさらされながら,在来農法 (｢旧慣法｣)の水準からほとんど脱していなか

った時期と見てよいであろう｡ その後の技術的転換を明らかにしていくためにも,この在来農

法の水準がどのようなものであったかを確定していく作業はきわめて重要なものといえるだろ

う｡ 秋田県農業における技術的転換を解明していく作業の一環として,本稿では明治10年代に

おける在来農法のあ り方をさぐっていきたいと考える｡ さらに加えておくと,広島県の事例で

いうならば,明治10年代一般の在来農法水準からすれば反収 1石レベル (郡平均)であるにも
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かかわらず,老農層など先進的経営のレベルではすでに反収 2石水準を実現していたのである

が3),これを秋田県について見てみたいと考える｡ すなわち明治末期～大正初期における反収

(土地生産力)の上昇-2石水準実現をもたらしたものが先進技術の社会的普及による経営

間 ･地域間格差の縮少であると想定するならば,明治10年代におけるそのギャップをまず確認

しておく必要があるからである｡ そのためにもまず老農層の活躍を見ておく必要がある｡

また明治10年代の秋田県において農事上最も大きな問題となったのは,腐米改良の問題であ

る｡ 詳しくは後述するが,この腐米改良問題は当時県下の慣行的な農法ときわめて密着した問

題ととらえられており,その点から逆に当時の在来農法の一端を探ることができるのである｡

さらに秋田県では明治16年岩手県からの ｢田圃耕作法｣に関する問い合わせに対して,水田 ･

煙草 ･大小麦 ･大小豆 ･粟 ･稗 ･苗木について県下の調査を行い郡 ･村からの報告をまとめて

いるのである4)｡本稿では最もまとまったデータである ｢水田耕作法｣についてとりあげたが,

多少の不備があるとはいえこの報告は村段階でのようすが判明する貴重なデータである｡ 管見

のかぎりこれまでの研究においてほとんど利用されてこなかったと思われるが,その紹介をか

ねて上記の問題関心からこのデータを検討してみたい｡

なお近代の秋田県農業については,勧業機構 ･老農 ･農業技術 ･地主制等ほぼ全面にわたっ

て田口勝一郎氏の精力的な研究がある5)｡本稿も氏の研究に多くを負っているが,今後の研究

を少しでも前進させるためにささやかな一歩であっても積み重ねてみたいと思う｡

Ⅰ 老農群の活躍

田口勝一郎氏によれば,秋田県において明治11年 (1878)勧業掛が設置されると県内各地の

老農層が多くこれに任ぜられて,県勧業行政の末端に彼らが組み込まれる時期が到来したとさ

れている6)｡その勧業掛は石川理紀之助を含む県の ｢第二課｣(勧業課)員らと9月10日に勧

業集会をもっているが,ここで話しあわれた事項は地域 ｢固有ノ動植物｣生産の改良,｢新利

アル動植物｣導入の試験,良種子選抜 ･交換の件,害虫駆除の留意点,耕地に比べ人口不足の

なか耕転 ･培養法旧慣を改めること,稲架法改善により柳差米 (腐米)予防を行うこと,石灰

が沼田 (深田)に適すること,牛馬産の改良,商慣行の改善 ･物価告示などの件,農具試験,

勧業掛間の通信拡充の件,桑作 ･養蚕改良の件など幅広いものであった7)｡こうした老農らの

話のなかで当時の一般の農法 ･慣行が断片的に語られるが,ここではむしろ老農層を中心とす

る先覚的農民の階層や反収レベルを確認していくことにしたい｡

上記の勧業掛45名中から欠員を除いた41名の氏名が判明するが8),これと国会開設直前の

｢直接国税拾五円以上納税名鑑｣9)から判明する納租額とを比較して,彼らの階層的な位置をま

ず確認してみたい｡ここでは表示は略すが,納租額を地価に換算して, 1万円以上が 1名,5
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千円以上 3名,千円以上 7名,千円未満 (6百円以上)1名で,判明しないものが29名であっ

た｡このなかには森川源三郎 (地価4,160円) ･長谷川謙造 (4,040円) ･岩沢太治兵衛 (不

明) ･佐藤九十郎 (不明) ･小番信 (不明) ･今野庄右衛門 (10,200円) ･高橋正作 (不

明) ･遠藤万右衛門 (960円)といった当時の代表的な老農も含まれていたが,同時に計29名

(このなかに岩沢太治兵衛らも含む)の地価が判明しないという点にも注目したい｡両史料の間に

は約10年の開きがあるからこの間に世代が変わったりあるいは調査に漏れたものもあったと考

えることはできるが,多くは地価 6百円 (地租15円)未満に属するものと見るほうが自然であ

ろう｡ 所有地規模でいえば2町5反以下層である10)0

老農 (ないし篤農)と称されている人々に少し限定して表示してみよう｡ 第 1表は田口勝一

郎氏が 『総合郷土研究秋田県』にもとづいて示された老農 ･篤農一覧のなかから明治10-20年

代に活躍 したとされる47名中地価の判明する27名11)について,村内の階層構成 (但し6百円以

上層)のなかに位置付けてみたものである｡ 参考までに表下に不明分20名の居村 ･氏名もあげ

ておいたが,ともあれおよその目安として地価1,200円は田反別でいえば約 5町 1反,2,400円

は10町 2反,4,800円は20町4反, 1万円が42町5反となるから,｢判明分合計階層区分｣欄に

合計 しておいたように5-10町歩クラスの小地主が8人と最も多いことになる｡ただしそれも

突出した数字とはいえず地価 1万円以上の大地主計3名も含めて,かなり分散した傾向にある

といえる｡ 居村内での位置についても,地価 1万円以上の大地主のいる村で トップクラスない

しそれに準ずる位置にあるものないし表中では下のほうに位置するもの,あるいは20町歩以下

の中小地主地帯の村において上位に位置するものないし下位に位置するものなどさまざまで,

明確な傾向性を指摘することは困難である｡ もっとも表中で下位にあるとしても,各村の現住

戸数12)と比較すれば6百円以上層の合計戸数はその1/10ないし1/20以内であるから,居村

のなかではかなり上位に属 しているといえるが｡

ともあれ地価の判明する27名について上述のような分散傾向がわかったが,同時に不明分が

20名という事実も先 と同様に地価 6百円 (所有田約2町5反)未満層にも多数存在 したと考えら

れるのである｡ 田口勝一郎氏は老農の ｢農村における階層は中級地主であることが多かった｡

しかも所有地の一部を貸付けてはいたが,かなり広い手作地をもち数人の年雇を使いながら自

分もまた実際耕作に従事しているのが常であった｣とされている13)｡たしかに第1表でも5-

10町歩レベルの中級地主層が多いのも事実であるが,同時に大地主層あるいは2町5反未満の

自作 (ないし自小作層)が少なからずいたであろうこともまた事実である｡ 老農がその社会的

活動を行いうるためには一定程度以上の経済的余裕が不可欠であるから,田口氏に限らず一般

的に老農層輩出の基盤が豪農層 ･中小地主層に求められてきた14)｡しかしおそらく秋田県に限

らず,上記のように大地主から自作 ･自小作層まで含めてさまざまな階層の人々が活躍したの

であって,階層を限定するのは難しいと思われるのである｡ もちろん階層の検討が不必要であ
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るというつもりはないが,とはいえ彼らの活動を社会階層の枠内に帰納せしめるこれまでの研

究手法では結果として彼らの主体的な意思を見落としてしまう恐れが多分にあるといえる｡

｢主体性｣という問題を持ち出せば際限なく個別的な事例に収赦していく恐れがないわけでは

ないが,老農層の主体的活動を実現するために一定の経済的基盤は必要ではあっても階層が

｢主体性｣を作 り出すのかといえばそうではない,むしろ階層を超えて活動するところにこそ

｢主体性｣がありそれが正当に評価されねばならないと考えるのである｡ その意味で大地主で

ありながらなお老農として活躍したものや,自作ないし自小作レベルでも老農と目されるよう

な人々がいたという点を改めて強調しておきたい｡

さて老農層の活躍の一つに農事試験があるが,秋田県では明治12年 (1879)に県内37箇所に

自由試験場が設置されて (のち40箇所に増加),彼ら老農層を中心に試験が委託されている15)｡

この自由試験というのは県の第一～六試験場とは別に ｢管内四拾ケ処二於テ相当ノ農者ヲ撰 ミ

植物各種ノ試験ヲ為サシム｣(傍点引用者)るものであった16)｡そこで明治15年 (1882)の自由

試験のうち水稲に関する試験を抽出して掲げたものが第2表である｡ ここでは1-3畝程度の

試験を実施している場合と5-7反という比較的広い面積で実施している場合とがあるが,22

名中2石水準をほぼ実現していると見なしうるのは1反未満の試験では谷口重兵衛 ･成田重兵

衛 ･佐藤泰治 ･近藤間右衛門 ･神田治五右衛門 ･広鰭夏蔵 ･中村孟尚 ･小林兵左衛門の8名,

1反以上の試験では勝田活蔵 ･高橋理造 ･成田儀八郎 ･高本圃左衛門 ･野呂多一郎 ･目黒貞

治 ･遠藤万右衛門の7名となっている｡ もちろん試験反別の大きいほうが信用度は高いにして

も,｢相当ノ農者｣のレベルでは2石水準をかなりの程度実現していると考えてよいように思

われる｡22名のうち明治11年に勧業掛に任ぜられた者は4名しかいないが,逆にいえばその裾

野においても2石水準を達成しうる ｢相当ノ農者｣がかなりいたことをうかがわせるものとい

えよう｡ ただ彼らが如何にして2石水準を実現しえたのかという点については,残念ながら今

の段階ではよくわからない｡周到な管理 ･注意や記録には現れにくい技能的側面があったこと

は事実であろう｡ 品種を見るかぎりでは中稲 ･晩稲が多いことも何らかの関連もあるであろう

し,肥料が多く施されていたことも考えられる｡ もっとも肥料では厩肥 ･人糞が中心であって

後に見るように一般水準とさほど変わらず (錬〆粕施用が一人いるのみ),明らかに追肥 して

いると思われるものも谷口重兵衛 ･成田儀八郎 ･近藤間右衛門くらいである｡ とすれば1回あ

たりの施肥量が多かったのであろうか｡乾田化していたのか,薄蒔 ･疎植が実施されていたの

か,その辺はこの史料からは全くわからない｡

いっぼう一般的な反収レベルを見れば第3表のようになる｡ 南秋田郡の1石6斗水準を除け

ば北秋田 ･仙北 ･雄勝 ･由利の4郡がほぼ1石2斗前後,山本 ･河辺 ･平鹿3郡が9斗から1

石前後,県北山間部の鹿角ではやはり7斗前後と低 くなっている｡当然地域的な格差は存在す

るものの,概観すれば先進的経営においては2石水準をほぼ実現していながら一般レベルでは
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1石-1石 2斗水準であったことが指摘できよう｡ すなわちこの点では秋田県も広島県も大差

なかったということができる｡ ただし南秋田郡の一般的レベルは他郡からすれば突出していた

状況であった｡これを早 ･中 ･晩稲の作付比率から見ていくならば,田口氏の指摘もあるよう

に17),全体的には中稲中心であるが北秋田 ･河辺 ･仙北 ･由利各郡では晩稲の比率が高く県北

の鹿角では低い｡同氏はまた ｢秋田県の農民が早冷の気候にありながらもなお2万町歩に近い

晩稲作付面積を保っていた｣最大の理由として ｢晩稲の収量が比較的多かった｣ことを指摘さ

れているが18),後にも見るように,たしかに当時の農民は収量を求めて晩稲を作る傾向にあっ

たようである｡ ただし第3表の中稲と晩稲の反収を比較するならば,晩稲の収量はけっして中

稲のそれを超えるものではなくほぼ同じかむしろ下回っていたのである｡ この数字はあくまで

郡全体の平均値であるから個々の農民の動向とは別次元のことであるが,しかしおそらく個々

の経験で晩稲の多収性を認知しながらなお全体としてそれを実現しえていないところに,晩稲

の多収性を阻害するような当地の技術的要因があったと見てよいと思われる｡ 明治13-16年の

あいだにおいて作付比率に大きな変化は見られないが,ただ鹿角郡では早稲の比率が明らかに

低下してその分中 ･晩稲が増大しているが,反対に由利郡では晩稲が明らかに低下して早 ･中

稲が増えているというのは注目されるところである｡

なお仙北 ･平鹿 ･雄勝 3郡の米生産は県内全体 (約100万石)のうち実に44.2%を占めてい

るのであるが,この3郡を中心に10年に7-8年の割合で春3-4月になると収穫米の4割程
やなきさしまい

度が腐敗 して柳の芽の如き黄色を帯びる19)｢柳 差米｣といわれた腐米を生じていたのである｡

Ⅲ 腐米改良問題

腐米に対する対策が行政の関心にのぼってくるのは明治9年 (1876)ごろからで,翌10年勧

業掛を中心に解決に向けて検討が始まったとされる20)｡明治11年 1月には秋田県権令石田英吉

から内務卿大久保利通に腐米改良事業のための資金拝借願が提出されるが,その計画によれば

同年より15年までの5年間で計 8万 5千円余のうち5万9千円余を稲刈時に稲束をかけて乾燥

させる稲架用の杭購入にあてるというものであった (但し勧農局は2-3村の試験に限定 し

た)21)｡この拝借願に添付された ｢腐米改良法案｣に ｢腐米ヲ生スル地ノ気候土質及耕転ノ慣

習｣ ｢腐米ノ原因｣ ｢腐米改良法｣が述べられており,それにもとづいて田口勝一郎氏も秋田県

内の当時の農耕法の問題点を略記されているが22),本稿の問題関心からすればまさにこの点こ

そが課題にかかわるところであるので改めて述べておきたい｡秋田県当局が政府に示 した認識

からすれば ｢耕転ノ慣習｣そのもののなかに ｢腐米ノ原因｣があり,ゆえに対策は自ずからそ

の原因を解消するものとして樹てられるべきとするものであった｡以下順に見ていくことにし

よう23)｡
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まず,田においては ｢区画ノ界線二沿ウテ用水堰ヲ通シ｣潅水しているが ｢絶テ地湿ヲ排除

スヘキ設ケ｣がなされていないし,さらに ｢畦畔狭少｣のため稲架を設置する余地がほとんど

ない状態であった｡

耕種法では,苗代は前年苗を取ったあとそのまま捨て置き,播種前になって厩肥 ･｢木草ノ

枝草｣を打ち込み掻き均す｡清明の節 (陽暦4月5日頃)から1週間たったころ20日間ほど粗

を水に浸し,少し乾かしたのち厩肥で作った床へ俵のまま埋めて発芽させ,八十八夜をすぎた

ころに日の出前ないし日没後に播種するという｡ この記述から後年問題にされる通し苗代であ

ることが判明するが,坪当りの播種量は不明である｡ 本田については,清明の時期に田を ｢打

チ返シ｣すなわち耕起 して ｢五月ノ節｣に田植えを行い,｢半夏｣に一番草 ･ ｢土用ノ中頃｣

に二番草を行うというものであった｡除草回数が 2度であったことはわかるが,耕深や移植

(田植え)の際の苗株数や本数はわからない｡肥料については ｢夏ノ土用前後二於テ山野ヨリ

刈採ル所ノ雑草 卜草少キ地方ハ藁ヲ用フルナリ,厩ノ踏草 トヲ以テ堆肥ヲ作り,翌一,二月末

夕雪ノ解ケサル前,此肥シヲ雪卓二テ田地二人レ,雪ノ解クルニ随テ地上二注ク｣という状況

であったから,一般に魚肥 ･油粕などの金肥はほとんど施用されず,また追肥も行われていな

かった｡しかも雪上に肥料を放置するから ｢其緊要ナル液汁ハ雪後ノ雨 卜共二流出シ,残余ハ

全ク腐敗セサル半熟ノ肥料ナルカ故こ,稲ノ植付後腐敗ヲ起シ却テ害ヲ生スルカ,若クハ蛙害

ノ患ヲ醸ス媒介 トナル｣と指摘されていた｡施肥量はわからないが,施肥水準が低 くまたその

方法も不完全であったことを推測させる記事である｡

二百十日前後には田の水を落として田面を乾かすというもののこれは ｢堅田｣だけであり,

｢其ノ場所少ク｣逆に ｢水ヲ乾カサル泥田ハ多シ｣という記事のように,乾田が少なく湿田が

多かったのである｡ このように湿田が多いなかで稲刈後 ｢其稲ヲ束ネタル侭,田ノ畔二道シマ

ニ併へ立テ｣て藁の方を乾すから,当然下になった楓は湿気を含んだであろう｡この ｢束立｣

を7-8日行った後 ｢小杭ヲ建テ此ノ稲ヲ掛クル｣作業,方言 ｢杭掛｣(後述するように地方に

よっては ｢ハサ｣｢ハザ｣｢ハゼ｣と称す)を行うが,｢腐米ノ原因｣のところでは ｢妨害ノ甚シキ

ハ稲ヲ刈 りタル後チ,之ヲ稲架二掛ケスシテ田ノ畦二置キ其穂ヲ水二浸ス｣とあるから24),

｢杭掛｣を実施 しない場合も多かったのかもしれない｡ただし ｢杭掛｣を行ったとしても ｢此

ノ候多分連日ノ風雨ナレハ-叉充分二乾シ得ス｣というように,秋の霧雨の影響を多分にうけ

ていたのである｡ さらに10-30日後に宅地へ稲束を運び込んでも,｢其穂ヲ内こ,基本ヲ外ニ

シテ層々塁々円墳状二積 ミ垂ネ,上こ藁ヲ覆ヒ風雨ヲ防ク｣という方言 ｢には｣を各農家の庭

に築き,翌年 1-2月ころまでに順次粗を扱き落としていたという｡ ｢腐米ノ原因｣において

は,この ｢にほ｣に積むがゆえに円筒状の内側にある粗の部分は空気の流通が悪 く ｢欝閉蒸熱

既二早ク陳朽物 トナルモ,厳寒能ク抑制シ幸ヒニ腐米こ至ラシメス,然ルヲ春暖ヲ得一時二蒸

発シ変シテ全ク腐米 トナル｣と指摘されていたのである｡
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以上の農耕法のなかでは稲刈後の処置に腐米を生ずる大きな要因が畢まれていたと考えられ

るが,それゆえに資金拝借願の計画のなかではとくに稲架設置に重点が置かれていたのであろ

う｡ ただ一方で ｢米穀堅硬ナラサル｣軟質米を生む要因として,雪上に放置する施肥の方法や

除草回数の少なさ,田の水を乾かすことの少ない田地管理の慣行などもあわせて指摘されてい

た｡加えて一般の農家は ｢幾分力其収穫ヲ増サント欲シ,多クハ晩稲ヲ好 ミ早稲ヲ嫌フ｣状態

にあったため,稲刈が遅れ ｢彼ノ風雨屡至ルノ時二際シ,又如何 トモスルコトナキニ至ル｣と

いうように,前述 した晩稲の流行が腐米発生の一要因とされたのである｡ 当時の晩稲の流行に

ついては,後年の史料25)に以下のように記されている｡

明治初年頃ハ収穫ヨリ寧口気候二耐へ成熟安全ナル早稲二重キヲ措クモノ増加シ,偶豊年

ノ結果は自然収量二重キヲ措キ,晩中稲ハ試験場ノ試作ノ結果其収量多キヲ示スヲ以テ晩

稲漸ク増加セシガ,晩稲ハ動モスレバ秋季冷気ノ襲来早キ時ハ豊稔セザルコトアルヨリ其

栽培精々退歩シ,現今ハ概観ハ早稲三分,中稲五分,晩稲二分ノ割合ナランカ

(明治39年)

この記述からすれば,ちょうど腐米改良問題がおこる前後からしばらく晩稲の流行が見られた

ということになる｡ すなわち先の第3表においては全体としては中稲が主流であるが,それで

もなお晩稲の流行が反映されていたと見ることができるだろう｡

また ｢席末ノ原因｣のなかで ｢田地ノ多キニ比スレハ耕作人ノ少キ事実二驚クへシ｣と述べ

られている｡男は6-7反,女は5-6反を耕すのが常であるから ｢水ノ掛引,肥料ノ製造,
(ママ)

凡テ耕作上□粗二流 レ地力ヲ尽サシムル事能ハサルナリ｣との指摘のように,労働粗放的な東

北農業の特質が腐米問題の基礎に存 していたということになろう｡ ことに,明治14年 (1881)

に県勧業課が ｢秋収之繁忙ニ際シ稲架ノ煩労ヲ厭ヒ腐米こ安スル者多ク･-｣と指摘しているよ

うに26),稲刈時の最 も多忙なときに労働粗放的な特質は腐米対策の大きな阻害要因となったの

である｡ なお関連 して述べておくと,田口勝一郎氏の最近の研究によって明治 9年の時点です

でに第五大区長御代信成の区勢報告中 ｢区内ノ如キ田畑多ク人力乏シ｣との指摘があったこと

や同年官庫 ｢米見御雇｣の報告で ｢平生生田米多ク耕民少キ｣と指摘されていたことが明らか

になっているが27),にもかかわらず ｢耕作人ノ少キ事実二驚クへシ｣との文言には同県人によ

る表現とは思えない強い調子がある｡ 明らかにここには西日本との比較が意識されていたとし

か思えないような強さである｡ それ以上を物語る史料がないのでいささか憶測にすぎるかもし

れないが,もしその推測が許されるとすればこの分析には中村直三の影響があったとしか考え

られない｡彼は明治10年 2月から腐米改良主任として秋田県に招聴され,石川理紀之助らとと

もにちょうどこの時腐米改良の任にあたっていたはずであるからである｡ 田口勝一郎氏によれ
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ば中村直三は ｢もともと腐米については詳しい知識をもっていなかったので,八橋植物園主任

に転 じ稲種研究につとめ｣たとされているが28),ことによると直三が腐米対策に積極的に関与

した可能性 も否定できないと考えられる｡ もっともこれ以上の史料がないので,ここではこれ

だけにとどめておきたい｡

いずれにしても以上の状況のなかで,県は(1)稲の乾燥,(2)耕作法の改善 ･肥料への注意,(3)

晩稲の禁止 ･早稲の奨励,(4)農繁期の雇夫使用,(5)畦 ･耕作道の拡張 ･排水施設設置をその対

策としてあげている｡ 結局この腐米改良事業は失敗に帰すのであるが,その過程は田口氏らの

研究に委ねることとしここでは追わないこととする｡

ただひとつ補足 しておくならば,腐米問題は一面で生産過程-技術の問題であったが他面で

は流通過程とも深 く関わる問題であったということである｡ 小岩信竹氏や田口勝一郎氏が秋

田 ･仙北などの改良社に注目された29)所以であるが,同時に田口氏が 『秋田県興業意見｣30)に

拠って明治10年代における米穀取引についての概略を述べられているように31),買手市場であ

ったことが結局は腐米改良事業の制約要因となったことである｡ 秋田県が作成した 『秋田県興

業意見』には,米の販売が仲買人の手を通して,あるいは直接に土崎港への入港船に対 して行

われる様が記されているが,その売買の慣行はかなりひどいものであった｡いったん売買契約

が成立した後であっても船側すなわち買主側は再び一俵ごとの検査を行い,米質のよいものだ

けを選んで契約高の一部だけを買い取ろうとするか,甚だしい場合は良米を指 して悪米と断じ

契約高の過半を一方的に破棄しようとして言うべからざる紛議を醸 し,数日間米俵が路傍に放

置されて風雨にさらされますます価格を低落させることになり,結局常に契約価格を大きく下

回って買い叩かれるというものであった｡田口氏が言われるようにまさに ｢要するに買手市場

であった｣32)のである｡

ただこのような買手市場となった背景には自然 ･地形上の要因があった｡

抑本管内ノ形勢タルヤ冬季二際シ陸運ハ積雪二妨ケラレ海運ハ願風激浪ノ為メ二重塞シ,

之レカ為メ産出物ノ価格ハ低落シ輸入品ハ騰貴ヲ極ムルハ地勢ノ然ラシムルモノト云フヘ

シ-

加えて ｢管内ハ豪商二乏シク殊二米穀ノ如キハ大二購求スルモノナシ,故二豪農ハ船舶入港ノ

地方二積下ケ船主へ直接ノ売却ヲナス｣というように,県内での米穀市場が未発達であったこ

ととあいまって上述の如き買手市場を生み出したといえる｡ また,

地租納期田方ハ此時二際会ス,又農家二於テハ秋収ヲ侯テ産出米ヲ売却シ防寒ノ衣 卜為シ

戎ハ負債ヲ返償シ債主モ亦秋収ヲ侯ツ返弁ヲナサシムル等ノ約定ヲ為スハ管内一般ノ習慣
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ナリ,玄ヲ以テ秋収ノ際売ルモノ多クシテ買フモノ寡シ,故こ米価ハ益低落ヲ加フルノ実

況ナリ33)

という秋収期一般の価格低落があった｡さらに ｢貢納者ハ有力者二依頼シ金員ヲ借ラントスル

モ,其必用ナル二乗シ高利ヲ貧ルノ弊アリ,商法家モ亦若シ売ラサルトキハ貢納二差支へ身代

二及フヲ以テ其必用ナルヲ機会 トシ安価二買取ルノ弊アリ｣という状況であった｡秋田県勧業

課ではこの困難を ｢要スルニ金融宜シカラサルニ由ルモノ｣ととらえていたが,折しもここに

松方デフレが加わったから当時の状況としては三重苦 ･四重苦に坤吟する悲惨なものであった

といえよう｡

米穀取引がこの有様であったから,腐米改良による改良米は ｢遂二普通米 卜同一ノ価格二陥

り,其効ヲ見ルコ ト能ハサルカ如シ｣という事態は避け難いものであった｡この結果 『秋田県

興業意見』が述べるように ｢他管ノ米商ハ秋田米 卜称スレハ概シテ不良ノモノトナシ,其質ノ

良否 卜改良ノ如何 ト二間セス旧慣二依り玉石混渚必ス総石高ノ幾割ヲ濁除シテ価格ヲ減スルヲ

常 トスルカ故こ,農家二於テハ寧口不良米ノミヲ出スノ手数ナキこ勝ルト云フ思想ヲ懐キ改良

ノコトハ容易二進歩セサルノ勢ナリ｣(傍点引用者)と腐米改良事業に与える影響は大きかった

のである｡

腐米改良事業の失敗は,田口氏も指摘されるように地主 ･小作関係や農民側の官に対する不

信感も大きな要因であったが34),以上のような地形 ･自然の影響あるいは米穀 ･金融市場の未

成熟等に規定された商慣行もまた大きな阻害要因であったことはまちがいない｡これらは技術

改良の範囲では如何ともしがたいレベルのものであった｡

Ⅲ 県下の水田耕作法

はじめに述べたように,明治16年 (1883)岩手県より ｢田圃耕種法｣について問い合わせが

あり,秋田県勧業課では ｢水田,煙草,大小麦,大小豆,莱,棉,苗木耕種法取調｣べて同年

の11月に回答 している35)｡ここではデータとしては最も多い水田耕作法についてとりあげ検討

することにしたい｡調査の対象は全県であったようで,雄勝郡のデータだけが得られない｡も

っとも郡によってかなり回答数が異なっており,山本 ･河辺両郡では郡全体の概観を一つにま

とめ,鹿角郡は花輪村 1か村,北秋田郡も栄村 1か村,南秋田郡は水ノロ村 1か村,平鹿郡も

赤坂村 1か村だけの回答である｡ 由利郡では城内村 ･平沢村と館合村の3か村の回答が残され

ているが,仙北郡では62町村 (ただしここでは2-3か村連名で回答しているものは1町村と数えて

いるからそれをカウントすればさらに27町村ふえる)と群を抜いて多い36)｡もっともこれらが調査

されたすべてのものかあるいは散逸したものがあるのかについては定かでないが,県がこれら
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のうちからピックアップして岩手県あての回答を作成 しているところからすれば,おそらく現

存のデータが県に届けられたすべてと考えられる｡ すなわち県では ｢山間之部｣(本県下最僻

地二在 り) ･ ｢村落｣(通例 ノ農民住居ノ部落) ･ ｢里郷｣(稽人家多イ且市街近傍 ノ地) ･

｢海浜｣(海辺二近キ部落)の4パターンに区分 し,｢山間之部｣に由利郡館合村 ･仙北郡三本

扇村,｢村落｣北秋田郡栄村 ･南秋田郡水ノロ村,｢里郷｣に由利都城内村 ･仙北郡刈和野村,

｢海浜｣に由利郡乎沢村をそれぞれ選んで表にまとめているからである｡ なお ｢山間之部｣に

はもう少 し典型的な村落もあるように思われるが,たとえば三本扇村などは村からの報告に

｢当村ノ如キハ秋田県東陸二位,高山ノ麓二近ク秋早ク寒来ル｣というような文言があったた

めかもしれない｡

いずれにせよ山本 ･河辺両郡と各郡 7か村,仙北郡62町村 (以後2-3か村連名のものも1町

村としてカウントする)の状況を第4表にまとめてみた｡なお仙北郡については表に掲載するに

あたって原史料の順序を並べかえ,秋田 ･河辺の方から羽州街道沿いに大曲まで南下 しつぎに

田沢湖付近から角館を経て大曲まで南下,さらに横手方面へ向かうという順に配列 した｡これ

らの村落のなかでは田沢湖西側の上 ･下桧木内村および東側の生保内村の他は,山のふもとに

位置する若干の相 を除いてほとんど仙北平野の街道沿いの村々であったといえる｡ 表示にあた

って,数字はできるかぎり同じスタイルに統一するように努め,それ以外は極力原文のニュア

ンスを伝えられるよう配慮 した｡

さて 1･2節で述べてきた在来農法の水準との関連から,以下表の検討にはいっていきたい｡

まず撰種法については穂先三分 (ないし穂元三分)や雌 (女)穂を重視する地域 も多少あった

が (北秋田栄村 ･由利館合村･仙北豊受 ･八幡林 ･束長野･長谷川村など穂先 ･元説,雌穂は河辺郡のほ

か仙北郡で斉内村など7町村),｢抜穂｣と明記するか (仙北郡で12町村)明記はなくともほぼどの

地域でもよく実った穂を選び多くは稲刈前に刈 り取って稲架で十分乾すなど入念に選抜 してい

る37)｡記述に精粗があるため一概に比較できないが,千歯扱で扱き取った粗を軽い木槌などで

静かに叩 く (押す)というような作業をしている村 (鹿角花輪札 仙北梅沢外2札 薗田外3札

黒沢外1村)も見られる｡ 石川理紀之助が ｢通産調要領｣で ｢粗を押すにも主人の耳に聞こえ

ぬまでに静かに打つ習慣｣を指摘 していたというから38),記事に現れていなくてもこれ以外に

実施 していた村々もあった可能性もある｡ さらに唐箕 (トミ･トモ)選の記述が見られるのは,

河辺郡の他仙北郡では5町村である｡ 記述の精粗を考えれば実施町村はもう少 し増えるとも思

われるが,逆に唐箕選を経ないで種籾を選んでいた地域 もかなり多かったようである｡ 田口氏

によれば由利郡矢島地方では一種の水選法が実施されていたというが39),表中のデータからは

水選法を見出だすことはできなかった (山本郡では水選法の実施はないと明記されている)｡仙北郡

北野目ほか3か村や神宮寺村など穂のまま浸水して後乾燥させて保存するという記事は見られ

るが,明らかにこれは水選法ではない (ただなぜ浸水させるか理由は定かでない)｡また種子交換
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について述べているのは由利城内村と仙北郡では境ほか1か村,西今泉ほか2か村,四ツ屋村,

高閲上郷村,花館村,金沢村程度にとどまっておりけっして多くはない｡

つぎに播種については,先ほどは不明であった坪当り播種量がほとんどの町村で判明する｡

仙北以外の7か村では記述のない1村を除けば4合以下が2相,5-7合が 1村,8合以上が

3村となっており,仙北62町村中記述のない6村を除き4合以下7村,5-7合30村,8合以

上19村となっている｡坪当り3合5勺 (本田反当3-4升)前後の薄蒔きで太苗を作る地域も

少数ながらあるいっぼうで, 1升をこえる厚蒔きのところもかなり多く見られ全体としては厚

蒔きの傾向と見なすことができる｡ また本田移植 (田植え)の際の苗株数 ･本数については,

7か村では1株4-5本ないし6-7本で坪当り40-50株前後となっているが,仙北郡につい

ては第5表にまとめた｡

この表からわかるように, 1株3-4本という小株による移植は全く見られず,せいぜい4

-5本からが3か村あるだけで,ほとんどが5本以上8本以下である｡ 坪当株数も40株未満は

少なく,中心は50-70株レベルである｡ つまり1株7-8本,坪当り50-70株という密植状態

を中心に1株 5-6本あるいは坪当り40-50株とのあいだにおいて移植されていたのが一般的

な姿であったであったといえよう｡ こうしたなかでは峰吉川村や北野目ほか3村の 1株 6本,

坪当り36株,あるいは四ツ屋村,大曲村の1株5本,坪当り36株,大曲西根村の 1株 5-7本

坪24株というのは,郡内において (おそらく県内でも)かなり疎植化が進んだ地域であったと

いえよう｡ ただし播種量の数字もそうであるが,これらの数値は役場の筆生あたりが調査した

村のなかでの平均的な概数であろうから,個別にはもっと幅があったと考えるべきであろう｡

ともあれこの数字を広島県安芸郡の在来農法の水準と比べてみると,同郡では播種量は坪 6

-7合の厚蒔き,移植は1株6-7本ないし8本,坪当り42-56株の状態であったと考えられ

るから40),秋田県下のこれらの数字はそれと大差なかったと考えられるのである｡ 安芸郡は広

島県内でもむしろ先進的な地域に属していたから,当時としては播種 ･田植えの技術において

広島県と秋田県でそれほど大きな差があったとはいえないのである｡

疎植 ･密柏の差というのは,河辺郡の記事に見られるように土質の良否 ･土地の肥痔による

ものであるから,密植状態にあったというのは土質が悪いないし痔地であったことを示すこと

にはかならないが,秋田県の場合は前述のように湿田 ･深田であったことと密接な関係があっ

たと考えられる｡ それは耕深の問題にも現れてくる｡

｢本田耕起｣(原史料では ｢地掃及手入法｣)の記述において耕深が不明の村も多いが,仙北以外

の7か村では,不明を除けば5寸以下が 1村,6-8寸が5村である｡ 仙北郡では不明43町村

を除いて,5寸以下 6村,6-8寸 5村,9寸以上が8村となっている｡ 広島県では在来水準

がほぼ4寸で明治中期に ｢在来ヨリ二寸深耕｣が奨励されているが41),それからすれば秋田県

の場合はかなりの深耕が行われているのである｡ しかし第4表に見られるように,ほとんどが
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人力耕であり ｢堅田｣のみにおいて馬排が実施されているということからすれば,ほとんどの

田が湿田でありそれゆえに人力で深耕せざるをえないという事情が見えてくるのである｡ 逆に

いえば,労働粗放的な秋田県農業において人力によってなかには1尺以上の深さでもって耕起

する (せねばならない)というのは,現実の農業経営にとってかなりネックとなっていたはず

である｡ この点に関して当時の農民の生の声を伝える史料はまだ見つけられないが,秋田県に

おいて在来農法の水準を克服するためには乾田化の実現は重大な要件であったというほかはな

く,それゆえに県が中心となって乾田馬排を奨励していったのであろう｡

つぎに本田-の施肥の状況について見ると,多くの町村では前述したような馬の踏み草 (厩

肥 ･堆肥),人糞 ･家畜糞を雪上に放置する施肥法が一般的である｡ 魚肥に関する記述はなく,

追肥に関しても北秋田栄村の水肥,南秋田水ノロ村の油粕,仙北大曲村の灰肥程度しか記され

ていない｡元肥としての厩肥 ･堆肥の施用量は,仙北黒沢ほか2村の反当2貫を除くとほぼ

300貫前後である (由利平沢村280貫,同館合村300貫,仙北高梨村500貰,六郷村･六郷東根村300貫な

ど)｡この数字だけからすれば堆肥施用量としては決して少なくないが,結局他の肥料との混

用がなく追肥も行われていなかったことが施肥水準を低くしていたと思われる｡ 加えて雪上-

の放置という施肥法も,宜しきを得ていなかったと言わざるをえない｡先に晩稲が多収性を発

揮し得ていなかったことを述べたが,その最大の要因は施肥水準の低さにあったと考えられる

のである｡ もっともこの点に関しては広島県においても同様の状況であり,明治期後半以降に

ならないと克服できない課題であった｡

除草回数もほとんど2ないし3度である｡ 仙北以外の7か村では4村が3度の実施であるが,

仙北では40町村が 2度で14か村が3度 (他に2-3度が2相)となっている｡ 4度実施してい

る村も2相あるが,全体としては除草回数は少なかった｡平鹿赤坂村の記述に見られるように

｢堅田｣より ｢泥田｣のほうが除草回数が少ないが,秋田県においては除草回数の少なさは湿

田の多きと関連していたかもしれない｡

稲刈後の作業もほぼ前述の通りで,畦に束立する記事が多く見られる｡ 仙北以外の7か村中

4村が束立の後稲架にかけて乾しており, 1村のみ刈取後ただちに稲架にかけている｡ 仙北郡

では畦に束立 した後稲架にかけることが明記されているのが20村,｢則 (即か)架上二掛｣け

るという記述は宮林新田組合村だけである｡ 逆に ｢地上乾ス十日位ヲ経テ抜取ル｣という佐野

村組合は明らかに稲架での乾燥を行っていないと思われるが,同様の記述は他町村では見られ

なかった｡束立の後あるいは刈取後ただちにとも明記はなくただ稲架に乾すとしか記述されて

いない40町村については,確かな判断はできないがおそらく多くは畦立 ･束立を行っていたの

ではないだろうか｡

以上の検討から明治10年代における秋田県農業の稲作技術の全貌がけっして解明されたわけ

ではないが,当時の村レベルの様子が判明する貴重なデータからかなり伺うことができたので
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結 びにかえて

はないかと思われる｡

以上の検討から西 日本に比べて ｢遅れた｣イメージを刻印されてきた東北農業 (秋田県農

莱)と先端ではないにせよ西日本農業の平均的な事例である広島県農業とのあいだに意外に共

通した部分を見つけることができたのではないかと考える｡ たとえば先進的経営のレベルでは

2石水準をほぼ達成 しており,一般の1石前後の水準とギャップがあったこと,あるいは施肥

水準の低さが晩稲の多収性を阻害していたであろうこと (ただし多少でも金肥を使用していた

広島県と堆肥 ･厩肥中心の秋田県との差はあるが),播種の際の厚蒔き･移植時の密植などで

はほぼ同じレベルにあったことなどである｡

しかし冬雪に閉ざされ春の消雪も遅いという自然条件のなかで営まれる秋田県の農業におい

て,その発展を技術的に大きく制約していたものが湿田の多きと施肥水準の低さ･施肥法の問

題であることが改めて確認できたと思われる｡湿田での人力による深耕は,農業人口の相対的

な過少さに規定された粗放的経営のなかでは大きなネックたらざるをえなかったと考えられる

し,その意味では矛盾を季む農法 (システム)であったと思われる｡また湿田は腐米を生む一

因ともなったし,施肥水準の低さとあいまって痔地化を余儀なくし密植による収量確保に努め

ねばならなかった｡魚肥に関しては秋田県は江戸時代からその産地として知られたが,それが

施用されなかったのはすべて他地方に移出されていたから42)という｡ ではなぜ県内での需要が

高まらなかったのかというのは課題となるが,一面で米穀 ･金融市場の未成熟 ･未発達により

金肥購入の経済的余裕を奪われていたと想定することもできる｡ もっともそれだけではなく,

たとえば山本郡においては ｢シン｣苗代と称された県内通例の通し苗代と苗取後に本田として

使用する ｢肥苗代｣の記述が見られるが (第4表),｢肥苗代｣は ｢多量ノ肥料｣を要するため

｢能代港ヨリ人糞購入ノ便アル｣浅内 ･河戸川 ･榊 3か村のみが行っていたというから,肥料

購入の便が確保しうるか否かというのも重要な問題であっただろう｡ついでにいえば,後年問

題となる通し苗代は,上のように施肥水準とも関連があったのである｡

いずれにせよ自然 ･気候 ･風土に規定されて農業の技術は存立しそれ自体の体系性 ･システ

ムを保ったが,同時に社会的 ･経済的条件にも規定されざるを得ず,その水準克服のあり方も

また大きく規定されていたといえる｡ 在来農法の水準がどのような歴史的プロセスをたどりど

のように克服されていくのかについては,つぎの課題となる｡

1) 徳永光俊 ｢奈良盆地中央部における作付方式の展開｣(『田原本の歴史』 1 1983年),｢奈良盆地

中央部における水稲生産力の展開｣(同2 1984年),｢奈良盆地中央部における近代農業への転換｣
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(1)(2)(同 3･4 1984-1985年),｢奈良盆地中央部における近代農業の確立｣(1)(2)(同 5･7

1986･1988年),｢1890年前後における農事改良運動 と農村社会｣(山EE]達夫編 『近畿型農業の史的

展開』1988年所収),｢明治農法の形成 ･展開と村落｣(雄山閣 『日本村落史講座(3)景観Ⅲ』1991

年)など｡伴野泰弘 ｢明治10-20年代の愛知県における勧業諸会と勧農政策の展開｣(名古屋大学

『経済科学』33巻 3･4 1986年),｢明治10年代の愛知県における 『農事改良運動』の展開(1)～(4)｣

(同前34巻4･35巻3･36巻2･3 1987-1989年),｢明治農法形成過程における一間題｣(『農業

史研究』23号 1990)｢『稲作論争』以前における林遠里法 と塩水選の共存｣(『経済科学』38巻 2

1991年),｢愛知県における林遠里と 『勧農社』派遣教師｣(同前39巻 2 1992)｢愛知県における明

治農法の展開｣(『社会経済史学』58巻 2 1992年)など｡西村卓 ｢西南農法の普及と林遠里-勧農

社｣(九州大学 『経済学研究』50巻 1･2 1984),｢明治十年代における地方勧業機構の形成 と展

開(1x2)｣(同志社大学 『経済学論叢』37巻3･4,38巻4 1986-87),｢地方名望家と勧農社実業

教師の招聴｣(同 『社会科学』40 1988),｢福岡県実業教師の派遣(1)～(3)｣(『経済学論叢』41巻

1･2･4 1989-90),｢勧農社実業教師の巡回日記｣(『社会科学』43 1989),｢明治農法の地域

的形成 と構造｣(『日本史研究』363 1992)など｡内田和義 ｢近代化 と大和の老農｣(『農業史年報』

1 1987),｢実業教師と林遠里-勧農社｣(『福岡県地域史研究』 6),｢林遠里の農法｣(『農業史研

究』22 1987),｢福島県における林遠里農法の展開｣(『歴史学研究』608 1990),『老農の富国論』

(農文協 1991)｡

また農民層分解の視点から関説 したものとして鈴木達郎 ｢明治三十年代の農民層分解 と地主的土

地所有一長野県南安曇郡南穂高村の事例分析-｣(『信濃』42巻7･8 1990),｢明治中 ･後期の農

民層分解一秋田県平鹿郡醍醐村-｣(『秋田近代史研究』35 1993)｡

2) 飯沼二郎 『農業革命の研究 近代農学の成立と破綻』(農文協 1985)594頁｡

3) 拙稿 ｢広島県における在来農法 と稲作技術の転換｣(未発表)0

4) 秋田県庁文書 ｢明治十六年自十月下旬至十一月中旬 勧業課報告掛事務簿 六番 (報告之部)｣

所収｡

5) 田口勝一郎著作集 Ⅰ 『近代秋田県農業史の研究』(みしま書房 1984)にそれまでの成果がまと

められている｡また著作集 Ⅱ 『近代秋田の地域 と民衆』には明治～昭和期の農業関係資料について

の解題 ･解説が所載されており,きわめて有用である｡参照されたい｡

6) 田口前掲著 『近代秋田県農業史の研究』172頁｡なお以下 ｢田口前掲著｣ とする場合は断らない

かぎり同書を示す｡

7) 『石川翁農道要典』(三井報恩会刊行 1939)に勧業集会の様子が記されてお り,『秋田県史 資

料編明治上』550〔勧業集会〕(861-3頁)もこれに拠 っている｡但 し 『農道要典』では 7項の稲

架法改善による腐米予防以下は省略されてお り,南秋田郡昭和町郷土文化保存伝習館所蔵 『秋田農

界沿革誌編纂材料一班』(石川理紀之助関係史料)により補った｡なおこの史料は秋田県米穀検査

所の罫紙が使用されてお り,石川理紀之助の米穀検査部長時代に佐藤政治がまとめ石川理紀之助が

筆を入れたものと思われる｡

8) 『秋田県史』同前史料および前掲 『秋田農界沿革誌編纂材料一班』 ｡

9) 秋田県立図書館所蔵 『国会準備 秋田県管内名士列伝』所収｡なお田口前掲著作集 Ⅲ 『近代秋田

の地域 と民衆』によれば,この ｢納税名鑑｣には一部税額などに不備があるという (372頁)0

10) 田口氏前掲著第76表 (187頁)注によれば地租10円 (地価にして400円)で田反別およそ 1町 7反

であるという｡

ll) うち石川理紀之助 ･長谷川謙造の 2人は筆者が加えた｡ただし先にあげた今野庄右衛門 ･遠藤万

右衛門らの名 もなかったが,こちらはあえて含めなかった｡
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12) 『秋田県統計書』で町村別現住戸数が判明するのは明治31年 (1898)が最も早く,地価の調査時

点からほぼ10年の差があるが,明治21年時点で知りうる一部町村と県内合計の数値を比較しても極

端な変化はなかったと判断される｡例えば,県計では明治31年に1.04倍,土崎1.24,北秋田大館

0.91,鹿角花輪村1.17,平鹿横手町0.97,由利本庄0.96などで,最も変化が大きかった山本能代で

1.42であった｡

13) 田口氏前掲著186-7頁｡

14) 例えばかな り以前にさかのぼるが, 『日本農業発達史』第 1巻115-117頁など｡この井上晴丸

『発達史』のシェ-マが今なおそのまま生きているわけではないが,老農-豪農層の寄生化と官府

による技術指導の開始という枠組とも関連して,その基本的な枠組は通説的理解としての命脈をま

だ保っていると考えられる｡

15) 田口氏前掲著170頁｡

16) 秋田県庁文書 『明治十七年二月 勧業課報告掛事務簿 三番之甲』所収 ｢第五回年報 秋田県勧

業課｣(明治十六年二月刊)0

17) 田口氏前掲著125,129頁｡

18) 同前129頁｡

19) 田口勝一郎 ｢明治前期農事改良と農民諸階層 (上)一秋田県腐米改良事業を中心に- ｣ (『秋田近

代史研究』35 1993)注5参照｡なお田口氏の最近のこの研究はまだ完結しておらず,あるいは本

稿で述べることと重複する恐れもあるかもしれないが,その場合には氏の御寛恕を乞う次第である｡

20) 同前13-5頁｡

21) 同前15-6頁｡なお 『農務顛末』から秋田県腐米改良関係の史料を集めて 『明治前期勧農事蹟輯

録』下巻1200-36頁に転載されている｡

22) 同前16頁｡

23) 以下とくに断らないかぎり 『明治前期勧農事蹟輯録』1202-05頁による｡

24) 田口氏前掲論文 ｢農民諸階層 (上)｣ではこの部分が指摘されている (16頁)0

25) 秋田県庁文書 『自明治三十六年至同三十九年 第三部農務課事務簿』所収｡この史料は明治39年

に農商務省農事試験場畿内支場に対して ｢米麦変遷｣の状況を回答したものである｡

26) 秋田県庁文書 『自明治十四年十二月至十五年十二月 勧業課農事掛事務簿 改良米之部』所収明

治14年11月農商務省卿西郷従道宛 ｢柳差米予防法之儀こ付上申｣｡この史料は木材等の高騰を理由

に,さらに3千円の貸付金を嘆願したものである｡

27) 田口氏前掲論文13-4頁｡

28) 田口氏前掲著191頁｡

29) 小岩信竹 ｢秋田改良社についての一考察-明治前期の腐米改良問題をめぐって- ｣ (『弘前大学経

済研究』12)および田口氏前掲著215-262頁の秋田 ･仙北 ･本庄各改良杜に関する論考および史料

参照のこと｡

30) 秋田県立図書館所蔵｡

31) 田口氏前掲著244頁｡

32) 同前245頁｡

33) 秋田県庁文書 『自明治十七年至三十年 第二/五課勧業事務簿 農業全』所収 ｢前田書記官宛回

答案｣による｡この史料は明治17年8月20日付で農商務省少書記官前田正名から依頼されて ｢地租

金納之制度ヲ相定メラレ候以来,農家ノ利弊得失等｣を調査した回答案である｡この回答案には二

案存在し,第-案は 『秋田県興業意見』に採録されており,ここで引用したのは第二案のほうであ

る｡なお,言うまでもなく前田の調査は 『興業意見』作成のためのものであるから, 『秋田県興業
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意見』という表題もそれとの関連でつけられたことはまちがいないだろう｡

34) 田口氏前掲著193-4頁｡

35) 注4)の史料に同じ｡

36) なお原史料撮影の際の不備により合計87町村以外に何か村か村名の判明しないものがあり今回は

割愛したが,後日再調査のうえ補足したい｡

37) なお一般的状況としては前掲 『秋田県史』資料編551(864頁)に ｢勧業課事務簿｣により掲載さ

れている史料からも知られる｡

38) 田口氏前掲著140頁｡

39) 同前｡

40) 明治29年当地の老農三宅惣次郎による稲作試験で比較の対象となった在来水準と推定される数字

から判断したもの｡くわしくは拙稿 ｢明治中期の広島県における 『老農』について｣(『芸備地方史

研究』137 1982)を参照されたい｡

41) 同前｡

42) 田口氏前掲著151頁｡

(付記) 本稿は平成 3年度文部省科学研究費奨励Bによる成果の一部であるo
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第 1表 秋田県老農 (篤農)の土地所有階層における位置 (地租額判明分)

郡 町 村 氏 名 地 価 居 村 階 層 構 成 (地価600円以上) (参考)明治31年居村戸数600円- 1,200円～ 2,400円-4,800円～ 1万円

～ 2万円～ 計山 本 ニッ井村 田 口忠 三郎 円2,520 人13 人5 人* 2

人 人 人 人20 戸233鵜 川 村 三 浦 駒 蔵 6.3

20 20 12 7 * 2 1 42 532鶴 形 村 小林四郎兵衛 840 *16 2 1 19

191種 梅 村 佐 藤 紘 一 1,240 9 * 3

12 279塙 川 村 高 杉 保 三 1,600 25 * 5

30 505北秋田 米内沢村 金 七 助 4.000 17

2 * 3 3 1 * 1 26 567綴 子 村 高 橋 宇 吉郎 2

0,720 14 4 1 1 21 512下川沿村

小杯重左(右カ)南門 6,760 15 2 * 1 18 336七日市村 畠山忠左衛門 1,680 13 * 2 1 16

319南秋田 払 戸 村 中 田 五 平 5,280 23 3*1

2 1 * 2 12 1 31 350豊 川 村 石川理紀之

助 4.120 9 * 4 2 15 271広山田村 佐 藤 久三郎

1,280 29 4 3 48 394面 潟 村 北 島伝 四郎 1.240 36 *13 3 1 55 4

86河 辺 川 添 村 伊藤半(平カ)治 1,880 78 *18 4 11

101 477新 屋 村 森 Jl源 三郎 4,160

33 8 * 3 44 661下北手村 長 谷 川 謙 造 4.

040 29 8 * 5 43 282仙 北 大 曲 町 田 口 岩 蔵 48,000 23 17 10 10 3 * 5

68 1.285金 沢 村 東 海 林 喜 内 680 *23 3

7 4 3 40 832金 沢 村 本 間 純 造 4,960

23 3 73 * 4 31 40 832田 沢 村 堀 Jl活 兵 衛 840 * 3 2 5 197外小友村 佐藤市左(右カ)南門 960 *30 10 44 300

西明寺村 梁 田 理 一 郎 1,520 53 *15 4 72

418平 鹿 醍 醐 村 伊 藤 謙 吉 3,000 40

9 * 6 2 1 58 692田根森村 松木仁左衛門 1,

960 13 * 8 1 1 23 449雄 勝 駒 形 村 茂 木 亀 六

5,760 27 12 1 * 1 41 488由 利 石 沢 村 猪股 三 保 三 720 *38 10 13 2 1 64

412下 郷 村 小松 九八 郎 10.880 59 ll 3 1

* 1 75 598判 明 分 合 計 階 層 区 分 5 8 6 5

1 2 27不 鹿角 宮 川 村

斎 藤 幾 太 郎 南秋 五 城 目町 渡 辺 彦 太 郎 平鹿 沼 館 町 加 藤 富 五 郎明分 山本 鹿 渡 町 児玉
伝左 衛門 一 日市 町 畠 山 喜 代 治 醍 醐 村 藤 原 利 三 郎計

20 常 盤
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第2表 明治15年自由試験人による稲作試験の状況

試 験 者 名 場 所 品 種 反 別 収 穫 反 収 肥料 .

培養 備 考勝 田 活 蔵 南秋田郡浜井川村 (中)庄内早稲 反 畝 歩6.2 石15.253 石2.460 前 年 堆 肥 4/18,5/28 同村 に ｢

藤 田酒蔵｣(地価800円)晩 白 川 4.0.15 10.201 2.519 前 年 堆 肥 4/18

,5/29 の名あ り,同一人物か○松 本 喜 久 治 河 辺 郡 桜 村 家 ノ 内 1.09 0

.195(*1.500)1月 1日 * 印 原 史 料 は光 1.29 0.384 (1.952)1月 1日 1.89

0石(中)稲 妻 2.17 0.424 (1.652)1月 1日斎 藤 恒 四 郎 仙 北 郡 花 館 村 光 3.0 3.600 1.200 馬糞 地価1,5

60円四 十 日早 稲 2.0 3.000 1

.500 馬糞 他に4種実施 しているが 5畝以下(晩)白 川 5
.0 7.000 1.400 馬糞(中)六 七 7.0 8.400 1.200 馬糞 Iのため

省略 した o谷 口 重 兵 衛 平 鹿 郡 浅 舞 村 中 種 著 桜 5 0.900 (1.800)

馬糞 7/1 明治11年勧業委員地価1.680円高 橋 理 造 雄 勝 郡 桑 崎 村 西白文六大長 1.

5 3.000 2.000 堆肥 地価840円安 藤 安 治 雄 勝 郡 郡 山村 (晩)細 売 3 0.450 (1.500)夏草,振(か)肥料

地価2,680円成 田 重 兵 衛 山本 郡 二 ツ井 (中)浜 ノ 平 2 0.450 (2.250)馬肥,下糞 地

価2,040円雀 知 ラ ズ 2 0.300 (I.500)馬肥,下糞タ ン ポ 2 0.540 (2.70

0)馬肥,下糞(晩)ハ夕ガリ 2 0.480 (2.400)馬肥,下糞成 田 儀 八 郎 北秋田郡鷹巣村 (晩)ハダガリ 1.0 3.150 3.150 厩肥 4/

20,6/6,6/20 地価20,320円金 啓 蔵 河辺郡北野田高屋 (晩)街道早

稲相 染(晩)ハダカリ 1.1611.18

0.2090.1740.154 (1.368)(1.740)(0.963) 地価2,640円高 本 圃左 エ 門 平鹿郡睦成(A)村 七 十 日早 稲 2 0.270 (1.350)馬肥,人糞

光 1.7 3.000 1.764 草肥,人糞佐

藤 泰 治 雄 勝 郡 川 向村 (晩)文 六(中)稲 妻 55 0.9800.980 (1.960)(1.960)

馬肥,振(か)肥近 藤 間右 エ 門 雄 勝 郡 下 関村 (晩)長 稲 1 0.120 (

1.200)6/8,7/2(中)稲 妻 1 0.200 (2.00

0)6/8,7/2女 夫 1 0.210 (2.100)

6/8,7/2(晩)文 六 1.0 2.100 2.100 6/8,7/2野 H 多 一 郎 北秋田郡笹館村 赤 坊 主 稲 3.0

5.100*1.700 *印原史料は上か早 稲 弁 慶

5.0 10 .000 2.000 らそれぞれ1.670石 2590石早 稲 カ

ト 5.0 10.230*2.046 I明治11年勧業掛中 種 車 文 吾早 稲 細 カ ラ 3.02.0 6.3002.880 2.1001.400 地価1,200円

他に6種実施 しているが,5畝以下中 稲 庄 内 2.0 3.780 1.890 の

ため省略 したo神田治五右エ門 鹿角郡長谷川村 岩 手 自 稲 5

0.915 (1.830)厩肥,人糞 .馬尿浅 利 勘 左 衛 門 仙北郡下絵木内 (中)稲 妻 1.3.05 1.834*1.393 馬肥,

汚水 *印 原 史 料 は1.5189石広 鰭 夏 蔵 山本 郡 脇 板 村 穂
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中 村 孟 尚 雄勝 郡 角 開村 (晩)文 六 1 0.200 (2.000)3/5

,5/5(中 )稲 妻 1 0.210 (2.100

)3/1,4/27目 黒 貞 治 南秋田郡瀧川村 (晩)寅 早 稲 5.0 10.000 2.000

1/20,5/17 地価5,480円(晩)街道早稲 2.0

4.100 2.050 5/17,6/24荒 谷 文 吾 2.0 4.200 2.100 1/20,5/17

豊 田 5.0 10.000 2.000 1/15,5/15細 売 早 稲桐 菓 5.

05.0 10.0001万本 2.000 1/15,5/154/1遠 藤 万 エ 門 由利 郡 長坂村 (晩)鶴 背 1.
0 2.100 2.100 4/17,5/1,5/15 明治 1年勧業係,地価960円

畠 山 久 エ 門 仙北 郡 六郷 村 (晩)文 六 3.5 5.400 1.543 馬肥 地価2,120円小林 兵左 エ 門 北秋田郡五反沢村 (晩)ハ夕カリ 15 0.090 (1.800)草肥 4/16,

5/15 明治11年勧業係(晩),,(近植) 15 0.117 (2.340)草肥 4/16,5/15

地価6,360円(出典) 『明治十七年二月 勧業課報告掛事務簿 三番之甲 (報告之部)』所収 ｢秋田県第五回年報 明治十五年｣

による｡｢備考｣欄の勧業委員については,南秋田郡昭和町伝習館所蔵 『秋田農

界沿革誌編纂材料一社』(石川家文書)による｡同欄の地価については,秋田県立図書館蔵 『国会準備

秋田県管内名士列伝』による｡(注)1.｢反収｣欄の ( )内の数字は試験反別が 1反未満のものを示す｡反別が小さい場合は反当換

算が正確を欠きやすいと考えたからである｡2.｢反収｣(ない し ｢収穫｣)欄の*印は原史料の数値が誤 りと

考えられるため訂正した｡3.｢品種｣のうち早 ･中 ･晩がわかったものは (中)
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第 3表 早 ･中 ･晩稲の作付状況 と反当収量

年度 早 稲 中 稲 晩 稲 精米 作 付

反 収 平 年 作(明治)乍付% 反 収 乍付% 反 収 乍付% 反 収 乍

付% 総反別 平 均 県内百分比鹿 角 部 13 % 石 %

石 % 石 % 町 石 i(252tfoAj65.7 0.700 19.9

0.800 10.5 0.850 3.9 3,366.3 0.73615 47.3*0.67

1 32.2*0.690 15.6 0.730 5.1 3,366.3 0.68516

33.8*0.681 34.8 0.754 25.8 0.798 5.5 3,346.3 0.740北秋田郡 13 23.2 1.085 37.2 1.120 32.5 1.120 7.1 10,864.7 1

.113 i(898Hi%i15 22.0 1.070 39.7 1.100 31.0 1.170 7.3 10,859.7 1.11316 22.1 1.170 40.6 1.255 29.8 1.320

7.5 10,857.9 1.247Llj本 郡 13 29.6 0.940 44.8 0.9

87 16.8 0.994 8.8 9,001.4 0.969 i(736g:%315 22.2 1.115 51.3 0.848 19.9*0.744 6.7 9,064.6 0.90116 30.8

0.862 42.3 0.905 18.2 0.878 8.7 9,031.4 0.900南秋田郡 13 40.7 1.154 39.1 1.305 12.7 1.368 7.5 ll,

862.4 1.256 i(18;7g:%j15 34.7 1.532 50.2 1.670 9.7 1.655 5.4 ll,860.0 1.61316 33.5 1.550 50.4 1.650 13.1

1.700 3.0 ll,866.0 1.633河 辺 都 13 30.5 1.083 29.

7 1.141 24.9*1.158 14.9 5,188.5 1.118 i (5.4di%j15 29.1

0.905 29.6 0.979 26.9 0.860 14.4 5,200.2 0.914

16 30.3 0.963 29.3 1.019 25.9 0.925 14.7 5,199

.4 0.970仙 北 郡 13 ll.7 1.051 49.9 1.340 33.6 1.289 4.8 21,009.4

1.284 i(2品 :%i15 9.5 1,200 49.1*1.120 40.8 1.153 0.6 20,967.4 1.22816 9.6 0.958 48.7 1.013

36.3 0.969 5.3 21,027.4 0.989平 鹿 郡 13 17.4 0.903 64.6 1.212

12.4 1.255 5.6 12,820.1 1.152 12,9%(136百石 )15

21.7 0.945 58.5*1.012 15.1 1.021 4.7 12,745.6 0.

99216 19.3 0.949 59.9 0.996 16.3 0.971 4.5 12,772.4 0.978雄 勝 郡 13 17.6 1.055 55.4 1.312 19.8 1.303 7.2 8,341.8

1.251 8.8%(93百石 )15 20.3 0.980 58.8 1.184 15.2 1.113 5,7 8,383.5 1.12916 20.3 0.993 55.6*1

.206 18.1*1.092 6.0 8,389.2 1.133由 利 郡 13 18.0 1.198 26.9 1

.282 44.9 1.387 10.2 13,494.0 1.326 15.5%(164百石 )

15 32.3 0.994 29.6*1.124 29.7 1.162 8.4 13,660.8

1.20616 31.7 1.114 35.1 1.226 23.9 1.347 9.3 13,661.2 1.214

(出典) 明治13年度は F明治十四年自四月至五月勧業課農業掛事務簿二番 (維之部)』,
15年度は 『明治十七年二月勧業課報告掛事務簿三番之甲 (報告之部)』,16年度は F明治十七年度自八月至九月

勧業課報告掛事務簿四番 (報告之部)』による｡(注)1.各年度とも原史料に反収が記載されているが



第 4表 県下水田耕作法一覧

(1) 各郡 ･町村

PB
ib
t0㊥
詩
L;
汝
CT
Z
)葵
B]
滞
細
粥

o)苅
貴
顕
覇

(寮
柵
B
)

苗代土質 撰 種 法 苗代手入 .施肥 苗代播種量 本田耕起 本田施肥 移 植( )内は酋長 除草回数 収 穫( )内は植付から刈 取

までの日数 備 考粘土 出来 .形のよい箇 消雪前雪の上より 坪 5合 人力にて耕鋤, 消雪前厩肥また 播種後24-5
日 2度 9月20日頃(約100処を見定め刈取 り,人尿2-3度施 し, 馬にて代

掻きま は前年より糞汁 (9寸-1尺) 目)よく乾燥 して抜取 消雪後よく鋤返す, たは大足に
て踏 に浸した土を雪 1株6-7本, 14-5株を1把とり貯蔵,土地に応 播種前施肥な

いが 付け地均 し 橘にてひき入れ 坪45-6株 し稲架にかけ1週じた良種を撰び毎 移植後

｢ミヤウサ 鋤込は深きを良 る,植付後は肥 (山間部10本, 間ほど乾す 稲小年交換 ク｣ ｢サスカラ｣等草葉を十分鋤込

む とす(排深不明) 料を施さず(量不明) 坪55-60株) 屋に入れ漸次扱取る粘土 ｢仝良｣ なる稲葉 4月中旬頃起返し 坪4合 植付前6-7寸 (元肥記述なし) 播種後40日(約
3度 9月下旬(約 110を抜取 り乾燥,徳 土塊を砕き,水を の深さで起返し,1番除

草の際水 7寸) 日)先7分を稲級で扱 入れ馬にて土塊を 3度馬で掻き均 肥を散布 1株4-5本, 14-5株を1把 と取 り,丁寧に叩いて毛を去 り1斗 5

升俵とし,乾燥の場所に貯蔵 細粉 し,人糞 .厩肥に糠 .土を入れてよく掻き砕く す 坪49株 し稲架にかけ乾 燥 ,乾いたら ｢こホ ｣に積む(･

-.::郡村芹) 粘土 田面秀一の穂を抜 3月20日頃起返し,坪 8合 春耕は人

力によ (元肥記述なし) 播種後40日(約 3度 9月20日頃(約140取 り,軒下に乾し
馬で土塊を掻き砕 り7-8寸で耕 2番除草前油か 7-8寸) 日)扱取る,小俵を空 き,人糞 を適宜施 起する,移植前

すを反当7-8 1株7-8本, 7-8株を1把と気流通の所に置く,種子は隔年交換するのが通例 す に馬で掻き均す 貫施す 坪36株

し,刈取とともに畦に立て,1週間後稲架にて乾す′一~＼ 砂交り粘土 稲刈 5-6日前に,4月初旬起返し下 坪 1升 4月1日頃より 消雪前青草 .乾 播種後40日(約 3度 10月初旬(約110 (用水管理)移植穂

の完全なものを 旬水を入れて再耕 人力により3度 草 .藁等を厩に 5-6寸) 日) 後 ｢晴日ニハ水由平 海
撲び別後を除いて し均す,移植(苗 耕起,一番打は 入れ腐らせたも 1株6-7本, 20株位を

1把とし,ヲ去リ風雨ノ日利噸 中ほどを扱 く,1 敬)後起返して青 深さ6-7寸, のを反当280貫 坪45株 5日間畦に立て並 ハ水ヲ港ク 是週間乾して蓮に包 草または厩肥等を 二番打は土塊を

雪槙にて施す , ベ,その後10日間 レ冷 ト風 トヲ避郡村 落 み貯える 入れ夏土用に起返 砕き三番打は地 その後施肥はな 抗にかけ

乾す,納 ル為ナリ｣結実＼J して砂を混ぜる 均し し 屋に入れるか ｢ニホ｣に積み,雪中の間順次

扱き取る までは潅水,以後要せず( 埴土,深田 1は稲刈時最も成 旧暦2月厩内の肥 坪3合 4月上旬畦塗, 移植前に雑草を 播種後45-6日 2度, 9月17日頃(約100 収穫の85株1把熟した株を撰ぴ稲 土を雪槙にて

配置, 移植13日前に7 馬に踏ませた厩 (約7-8寸) まれに 日) は村報告分も同同館山A間口蹄郡村村) 架で乾 し通常の扱 4月15日頃より畦 ～8寸に一番鋤,肥を反当300貫 1株3-4本, 3度 85株 (ママ)を1

じ
い
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山本那 最 も肥 鏡 で 実 人 の よい種 を択 1は ｢シン｣ 苗 代 坪 2升 消 雪 と と もに- 厩 肥 .堆 糞 は雪 播 種 後40日 (約 3度 彼岸頃よ り刈 始 め

(苗 代 施 肥 )｢シ便 な る地 , 用 , 抜 穂 .元 扱 . とい う通 常 の百 代 (本 田 反 当 番 耕 を始 め計3 車 で 運 び 田面 に

4-5寸 ) る ン｣ 苗 代 に は濃土 質 選 ばず 水撰 等 は な し, 交 (通 し苗代),2は 8升 ) 回 , 深 田 は平鍬, 堆 積 し置 き, 香

1株6-7本 , 刈取は 多 く二 夕手 糞 反 当 4 斗 ,換 は稀 に あ るの み ｢肥 苗 代 ｣ と い いLH 浅 田 は三 本 鍬 で 季 散
布 す るヒ=ゴ 坪64株 打(2握 1把 ), ≡ ｢肥 苗 代 ｣ は2田

して 田 深 2-3､, (重 不 明 ) P に よ 2 夕 丁 , メl 也 , この たる もの の2法 あ り 馬 で代 掻 す るが牛 馬 柿 はなし -10本 ) 取と同 時 に 人字 形に束 立 , 藁 乾 燥 後｢ニ ホ コ｣ (円形 に楕 重 ね ),｢ホ ンニホ｣ (

杭 を立 て 2把ず つ 6束を積 重ね) め 能 代 港 か ら糞尿 を購 入 しや すい 浅 内 な ど3村の み河逮那 数 種 あ り- 降 雨 の 日実 入 十 分 4月 初 旬 起返 し,

坪 1升2- 植付前 人力 で 打 (記 述 な し) 播 種 後30-40日 3度 (約120日) (用 水 管 理 ) ｢尽村 内 で も各 な もの を抜 穂 また 10歩 当 り 5斗 の 人 3合 返 し, 水 を引 入 (約5-6寸) 10株 を1把 とし, 夜 水 ノ加 減
ヲ怠種 あ り は稲 刈 5-6目前 糞 を施 して 馬 で 掻 (本 田反

当 れ 馬 で 掻 き均 す 1株4-5本 か 8-10日間稲 架 に 夕 ラ ス｣に 心 て , の - 少5 6 2-3 ll-2 , ･L て 乞 , 家 につ た雌 穂 を

撰 ぴ穂先 2寸 を扱 取 る,扇 車 車 (唐 箕 か).万 石 通 シ(マ マ)4-5回 して 精 撰 駄 を散 布 合 ) 36-64株 (土 質の 良 否 .脊 肥 によ る

) 取 入 れ る鹿花 黒 土 , 深 臼 よ く成 熟 した もの 前 年 に草 .葉 を大 (記 述 な し)

消 雪 を待 って6 冬 中雪 の 上 へ 厩 播 種 後40-45日 3度 9 月 下 旬 (約120を挟 ぴ稲 級 で 扱 取

量 に入 れ お き播 種 -7寸 起 返 し二 肥 を雪 車 に て 引 (約6-7寸) 日)る, 木槌 で押 し 目 期 (八 十 八 夜 の10 番 打 (土 塊 を 砕 き入 れ所 々に積1株6-7本 , 20-30株 を1把 と角輪郡 村 光 で 乾 す 日 別 )に な る と 人糞 を多 量 に 入 れ て馬 で掻回

す く), 入 梅 の 頃馬 に て ｢代 ロカキ｣ を行 う 置 く, 若 葉を刈入 れ 土 で 掩 って腐欄した もの を二 番 打 の 際 に施す 坪50-70

本 し地 上 に乾 す , その 後 ｢ハ セ｣ に かけ よ く 乾 い た ら｢ニ ヲ｣ に 積 み冬中 に扱 取 る平 赤 埴

土 稲 刈 3日以 前 に刈 苗 取 後 打 返 し 生 坪8-9合 消 雪 直 ち に畦 (記 述 な し) 播 種 後41-2日 2 度

9月20日頃 (約 140取 り稲 架 に て乾燥 , 辛 .木 葉 な どを入 (本 田 反 当 塗 .田打 .田小 (約 7寸) (泥 田), 日)変 質 しな い穂 を抜 れ て 腐 らせ 秋 まで 6-7升 ) 切 .田接 を行 う, 1株 7-8本 , 3 度 14-5株 を1把 と鹿坂郡 村 取 る, 俵 に入 れ湿気 の な い所 へ

貯蔵
,
田での抜
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苗代土質 撰 種 法 苗代手入 .施肥 苗代播種量 本田耕起 本田施肥 移 植( )内は酋長 除草回数 収 穫( )内は植付から刈取

までの日数 備 考境上 各種あるが 収穫 5日前に抜穂 4月28日頃より起 (本田反当 深田は人耕,浅 植付前に施肥 播種後4
0日(約 2度 9月 15日頃 よ り埴土多く, ｢年 ヲ経次第抜穂 返し糞又は荏油粕 換算 6升) 田 .堅

田は牛馬 (肥料種類 .量 7寸) (約100日)深田等少い シテ改良｣(何年

を施す 柿 不明) 1株5本,坪48 18株を1把とし地村淀･川村 かごとの品種改良か),丁寧に扱 きこなし荷俵に入れ乾いた所に保存,交換は他郡他村と行う (量不明)

(耕深不明) ～9株 上に4-5日,棉架に14-5日乾して抜取る稲派柿 粘土,壌土 稲架にかけよく乾 4月10日頃起返し

坪 8合 人排にて起返し 肥料は雪車にて 播種後40日(約 2度 9月27日頃(約
100いたものを播種期 人糞を施す (本 田反当 土塊砕 く,起返 運搬,土塊砕 く

7寸) 日)までに楓となす (量不閉) 7升) Lは深

い 時に施す 1株7本,坪80 20株を1把とし稲交換無 し (但し耕深不明) (種類 .量不明) 樵 架にかけ乾す悼士 真土,

浅田 刈取前に良穂撰抜,前年10月起返し人 坪 8合 春人耕深 く起返 本田耕起時に厩 播種後40

日(約 3度 9月中旬(約 150 (用水管理)移植稲架にかけ乾いて 糞を施す,春3月 (本田反 当 し土 .厩

肥を施 肥施用 6寸 ) 日) 後は水の掛引をから粗となす,う 再び起返し土塊を 5升) す,のち馬耕 し (量不明) 1株 6本,坪36 12株を1把とし地 専らとす口川村 ち十分実ったも

のを区別し俵に入れる,湿気に注意し保存,交換なし 砕き馬耕,播種の際鍬で均す,苗取り後も年中水を切らさず除草す 移植直前鍬で均す(耕深不

明) 樵 上に5日間,稲架に15日間乾す小中種淀相川･村 堀田,浅田 梗米は上の

大を抜 4月10日頃起返し 坪 9合 植付前人耕にて 植付前に施肥 播種後35日(約 3度 9月下旬(約 110穂,餅は中を抜穂,土塊

を砕く,前年 (本田反 当 起返し,起返し (種類 .量不明) 6寸) 日)稲挟にかけ乾す 草肥 .藁肥を施す(量不明) 9升
) は浅い(耕深不明) 1株15本,坪49秩 80株(ママ)を1把とし,10日間稲架に

かける北 . 黒土,深田 抜穂 して3日間清 4月3日頃起返し,坪 1升 2合 植付前人耕にて 6月中
旬植付前 播種後40日(約 4度 9月中旬(約 150野高 水に入れ,稲架に 土塊を砕き ｢シモ (本 田反当 1尺 5寸の深さ に ｢草コヤシ｣ 6寸) 日)

目城 かけて乾す,穂元 コヤシ｣(下肥)を 8升) に起返す を施す 1株6本,坪36 12株を1把とし地九大升巻田村 を扱き ｢ウフ｣のよき品を唐箕に2度かけ種俵に入れて貯蔵 施す(量不明) (量不明) 秩 上に

5日間,稲架に15日間乾して十分に枯乾したるを入れる刈 黒壌 秋収時十分実った 冬,雪上に馬肥を 坪4合 4月中旬鍬で1 3月初旬,前年 播種後35-40日 3度 9月下旬 より(約 県の報告書に転徳(穂先三ツ揃に 施し消雪後に土塊 尺2-3寸起返 に馬に踏ませた (8-9寸) 120日) 載 される(ほぼて穂元一重より2 と馬糞を和す す
,
下旬に馬力
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西半心 粘土 .埴土,成熟 した もの を抜 3月20日頃起返 し 坪 1升 植付 前 人耕 にて (記述 な し) 播種後35-40日 2度 10月 1
日頃(約120今道象 深 田 徳, または降霜前 人糞 を施す (本 田 反 当 起返し,深 さ

を (約 7-8寸) 日)泉寺村村村 に刈取 り稲架 にて乾す,種類交換する こ とあ り (量不明 ) 8-9升 ) 要す,馬 にて掻く(耕深 不 明 ) 1株 7-8本,坪50-70株 1

4-20株 を 1把 とし,10日間稲架 にかけ収 め る大宿 黒壌 充実 した穂 を抜 き 3月10日頃起返 し,坪 7合 5勺 人耕 に よ り1尺 腐敗 した野草 に 播 植 後40日(約 3度 10月20日頃(約14015日間軒

下で乾す, 人尿 を施す の深 さで起返す,馬 糞 .溜 池 (の 7寸 ) 日)沢村 穂首 の枇 を と り

さ (量不明 ) 堅土 は馬排 に よ 水 ?)を混 ぜ , 1株7本,坪36 10株 を1把 と し,郷組∠ゝ仁コ つて籾 とし俵 に

入れて通気 の よい場所 に置 く る 植付 前 に散布(量不明 ) 樵 4日間畦 に,稲架に15日乾す小杉山柿 埴土,深 田 よ く実のつ いた も 4月1

0日頃起返 し,坪 7合 植付前 人耕 にて 甫植付前 に施肥 播 種 後40日(約 2度 9月30日頃(約15
0 (用水管理 )｢欠の を抜穂,稲 架で 人尿 を施す (本 田 反 当 なるべ く深 く起

(種類 .量不 明 ) 7寸) 日) 水ナキこ注意｣乾し,実入 りの弱 (量不明 ) 1斗 ) 返

す 1株10本,坪90 30株 を1把 と し稲い もの を除 いて俵に入れ湿気 をさけて貯蔵種子 の交換 な し (耕探不明 ) 樵

架(ハサ)にかけ乾す北檎岡柿 赤土 .砂土 ,稲刈10日前 に抜穂 ,清明の節 に商代揖 坪 8合

清明13日後 に土 前年貯 めた馬肥 (約 7寸) 2度 9月27日頃(約110深 田
｢ハ サ｣ にか け よ え,10日後 に∈引 二 塊 を起 し,その を雪 中雪車 にて 1株10本,坪36 日)く乾 して11月 に扱 て代掻 き, さらに 4日後土塊 を砕 運搬, 5歩当 り 秩 20株 を1把 と し畦

き俵 に入れて貯蔵 6日後苗代均 の 日に馬 肥施 す (量 不明 ) く(｢小切｣ という), さ ら に10日後馬 にて掻 く(耕深不 明 ) に-雪車の見込で施用,植付4日前 に肥鍬 にて砕散 に 4 日, ｢ハ セ｣に15日か けて扱取

る埜 砂土,浅 さ 穂 の出来形上 なる 旧暦 3月起返 し土 坪 8合 植付前 人耕 お よ ｢植 付 後 ハ 肥 料 播種後42-3日 3度 9月 上 旬 (約 110方 もの を撰 び抜穂, 塊砕 く,前年の冬 び牛馬排 に

て な ヲ施 ス｣ (｢施サ (約 7寸) 日)呂辛村 3日程水 中に浸 し 中に馬肥 を施す るだけ深 く起返 ス｣ の誤 りか) 1株 7本,坪42
17株 を1把 と し稲た後乾 して粗 に し貯蔵 (量不 明 ) す(耕深不 明) (種類 .量不明) 樵 架

に15日間かける上へ 粘 土 . 櫨 時 々円表 を見回 り 4月24日頃起返 し,坪 1升 人稗 にて深 く地 ｢十 二 月夏 肥 ヲ 播 種後33日(約 4度 10月20日頃(約150 (用水管理 )｢田土 .砂土混 極 品の もの を刈取 土塊 を砕 いて ｢真 (本 田 反 当 柿,土塊砕 くに 入 レル｣ 6-7寸)
日) 表 こ ノソ ミ水 ヲ桧 山 令 り稲架で乾 したの 肥｣ を施 す (馬 肥 8升) は農馬 を用 い る (種類 .量不 明) 1株 8本,坪55 20株 を1

把 とし稲 ホサ ､ル様注意木 問内部村＼J ち稲小屋 に積置 く,12月 1束ずつ精摸し扱取 り種俵 に入れ

貯蔵 か)(量不 明) (耕深不 明) ～6株 架 にかけて15日乾し扱取 る ス｣下

(桧 山木間内部村) すべ て埴土 彼岸 中に刈取 って 穀雨(4月20日頃) 坪 2升 5合 植付前馬 を用 い 耕 起 の 際 に 馬 播 種後33日(約 1度 白露(9月8日頃)水 に浸 さず乾し, よ り4日目位 に起 (本 田 反 当 て深 く起返 し 糞 .草 を馬 に踏

5寸)
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上 真土,深田 稲穂にて種徹とな 4月15日頃より土 坪5合 人力にて土塊砕 5月7日馬の踏 播種後37-8日 2度 10月 9日(約110 苗代肥料の ｢下し,小俵に入れ置 塊を砕く,｢下菌｣ (本 田反 当 き,馬にて掻く,草を施す (約
5寸) 日) 菌｣は晦の踏草荒 く を施す 4升) 深田 (量不明) 1株5

本,坪65 25株 1把として稲 かとも考えられ井柿 (量不明) (耕深不明) 樵 架にて乾す,

晴天20日を経て入れる る(歯芥からきたので あろ うか)○小 真土,深田 稲穂にて種籾とな 4月15日頃より土 坪5合 人力にて土壌砕

5月7日馬の踏 播種後37-8日 2度 10月 9日 (約110上荒井村と同文o潤野柿 し,小俵に入れ置 塊 を砕す く,｢下 (本 田反当 き,馬にて掻 く,草を施す (′､､5寸) 日)く 菌｣を施す(量不明) 4升) 深

田(耕深不明) (量不明) 1株5本,坪65秩 25株 1把として稲架にて乾す,晴天20日を経て入れる西 真土,深田 稲穂を選び楓とし 4

月15日頃より土 坪 5合 人力にて起返し,(本田耕起の際) 播種後37-8日 2度

10月9日頃(約110 村報告分は上荒て貯蔵 塊を砕き肥料を施 馬力にて掻砕 く 厩肥を施す (約5寸) 日) 井村 .小淵野村荒井村 す(量不明)(県報告では ｢水ニテ播種｣とあるが村報告では ｢水干ニテ播種｣) (耕深不

明) (量不明) 1株5本,坪65秩 25株 1把として稲架にて乾す,20日後に小屋に入れる と全 く同文,ここでは県報告の中に

記されたものを要約○小 埴土,深田 各種ごとに ｢上 ノ 4月20日頃起返し 坪

5合 植付前人馬を以 植付の際施肥 1 播種後35日(約 2度 9月30日頃(約125松柿 穂｣(良穂か)を撰 土塊 を砕
く,｢菌 (本 田反当 て起返す 皮 5寸) 日)ぶ,乾して貯蔵 肥｣を施す(量不明) 4升) (耕深不明) (種類 .量不明)

1株5本,坪45秩 20株を1把とし稲架にかけて乾す韓 埴土 乾稲より良穂を撰 4月20日頃起返し,

坪 8合 4月29日頃より 雪中馬肥を運搬 播種後40日(約 2度 9月28日頃(114- (用水管理)｢苗び,粗にして貯蔵 土塊を砕き,人糞 (本田反 当 人力により起返 し,田面に置く 8-9寸) 5日) 長ズルニ随ヒ水を施す(量不明) 7升) し土塊を砕き,雪

中配置 していた馬肥と馬によって深 く掻交ぜる,40日後再び掻均す (量不明) 1株 5-6本,坪65-6株 20株を1把とし畦

へ4-5日立て,稲架で十分乾し家屋 に運 ぶ,又 は｢美代｣(ミヨーニホのことか)に積み雪車で運搬するものあり

ヲ増加｣梅村 塩田,深田 稲架で乾した数種 4月15日頃起返し,坪3合3勺 植付前に晦耕に 植付の際施肥 播種後60日(約 2度 (約40日)の内から撰抜 し , 4-5日後土塊を (本田反当 て深く起返し (種類 .量不明) 5-6寸) (ママ, 8月25日沢 .村卒･田岡村崎 千歯級で扱 き とつ

た粗を蓮の上で静
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自広岩久村内･村 粘土 .真土 稲刈に先立って刈 7月初旬鋤返して 坪 6合 なるべ く深 く古 本田耕起の際 , 播種後40日(約 2度 10月

初旬(約 130取 り稲架にかけて 土塊を砕き牛馬糞 (本田反当 株を起し丁寧 に 人糞ま
たは牛馬 7-8寸) 日)乾す,丁寧に扱き を施し,10月下旬 7升) 掘立る,ついで 糞等

施す 1株 8-9株, 30株を1把とし稲軽 い槌で叩いて｢トモ｣ に入れ実の良悪を区分,さらに千石徒にかけて細実を去 り俵に入れて釣桶を設け積置 く 再び鋤返 し人糞を撒布して牛馬で撹秤,4月初旬鋤返し牛馬で撹きならす 牛馬 でよく耕し人糞 . 牛馬糞等を施し,大足で踏込む (耕探不明)

(量不明) 坪60株 架にかけて乾した後家にしまう角館秦町下丁 埴土 親穂の次の穂先で 6月下旬よく鋤き 坪 3合 5勺 4月15日

頃一番 2月下旬馬肥を 播 種後40余 日 2度 9月30日頃(約140楓粒二ツ揃のもの
返し青柴の葉を施 (本田反当 打を行い深く耕 田面に運び,植 (約 7-8寸) 日)を抜穂,日なたの し,

翌年4月15日 3升 5合) す,土塊を砕き 付の際反当り荏 1株 5本,坪58 20株を1把とし稲軒に数十日かけて乾す,その後中に入れて梁下に釣 り寒中に至り粗に庇がつかないよう持古俵 へ 頃人糞を施 し打返す,馬鍬を用いて鋤返す (方 言 ｢小切｣

)馬で鞠き返す(耕探不明) を潰したもの3升,粉糠 7升,流水 1斗を施し苗の根を浸す 秩 架にかけて乾す西長野村 粘土 .埴土 穂先 3本｢マ

ツカ｣ 3月15日起返し20 坪6合 植付前人馬を以 様々肥料を施す 播種複 数十 日 (回 数 早稲 9月20日頃 (苗代田)｢深田
又は砂土, のものを抜穂,別 日土塊を砕き,局 (本田反 当 て 1尺 5寸-2 (種類 .量不明) (約 5寸) 不明

) (約125日) トハ壱尺五寸ヨ深田 段よく乾して種と
の踏肥を施す 6升 5合) 尺余の深さで耕 1株 5本,坪65 20株を1把とし稲 リ弐尺余追｣す (量不明) す

樵 架にかけて乾す,20日後抜取る埴土,深田 稲刈の際8把を稲 清明(4月5日頃) 坪 7合
清明の頃起返し,植付前小満(5 播種後40日(約 上田2 秋分の頃(約70-架の根立とし2把 起返し,土塊を砕

(本田反当 深田は人耕,浅 月21日頃)に肥 7-8寸) -3度,80日)l__⊥｣LF; を笠とする,庭入コ､ いて人糞を施す, 8升) 田は馬耕 を施す 1株 7-8本, 下田1 20-25株を1把と瀬村 の時分けて収蔵し,

この うち(根立か笠かの明記なし)穂の前後を除いて中ほどを取 り1ニト5升俵に入れる 苗取後起返 し青辛 .馬肥を敷き,秋分に人糞を施す (耕深不

明) (種類 .量不明) 坪42株(上田)-52株(下田) 度 し畦にて乾したのち稲架にかける薗上

粘土 .真土 稲刈に先立って刈 7月初旬鋤返して 坪 6合 なるべ く深 く古 本田耕起の際人 播種後40

日(約 2度 10月初旬(約 130 白岩 .広久内村取 り稲架にかけて 土塊を砕き牛馬糞 (本田反 当 株を起 し丁寧 に 糞または牛馬糞 7-8寸) 日) と同文○乾す,丁寧に扱き を施し,10月下旬 7升) 掘立る,ついで 等施す 1株8-9本, 30株を1把とし稲田 '･下田鴬川野･村

軽 い槌 で叩いて｢トミ｣ に入れ実の良悪を区分,さらに千石徒 にかけて細実を 去 り俵に入れて釣桶 を設 け積置く 再び鋤返し人糞を撒 布して牛馬で

撹秤,4月下旬鋤返し牛馬で撞きならす 牛馬でよく耕し人糞 .牛馬糞等を施し,大足

で踏込む(耕深不明) (量不明) 坪60株 架にかけて乾した後家にしまう下 粘埴土 .砂 刈取後しまってい 4月15日頃起返し 坪 1升 5合 植付前人排にて 2月5日肥料を 播種後40日
(約2度
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長北 埴土 下穂が黄ばむ頃刈 前年6月苗代田を 坪 3合 4月13日頃一番 2月馬肥を田面 播 種後 40日余 2度 10月上旬(約 140取 り,日当りのよ よく鋤き,馬肥を 打,小切の後馬 に運び,馬排
の (約 7-8寸) 日)野長 い架に乾し俵に入 施す,翌年 4月15 耕 して肥料を散 後,肥料(種

類 1株 6- 7本, 12株を1把とし稲村野･村 れて,居間の火の上にあげ貯蔵 日頃尿に浸 した荒類 を施し,｢馬 カキ｣を行う 布(耕探不明) 不

明)施す(量ともに不明) 坪50株 架にかけて乾す豊長 粘土と埴土 稲刈 5-6日前に 4月15日頃起返し 坪 1升(上 植付前 5-6寸 植付の

期に冬中 播種後44- 5日 2度 10月 1日頃(約150 (本田反当播種受 野 の間,深田 刈取 り ｢ハセ｣がゝ′- 土地を砕 く,坪当

田), 7合 の深さに起返し/ に運び置いた草 (上田 6, 7寸 日) 量)8升(上田),八長幡谷林川･村莱 けにして十男 乙一,り人糞 1升を施す (下田) ｢ノ､切｣の倹一 肥 ま 円ら ～下 田 8, 9 上田25- 6 9.1升(下田)雨もり等に注意して外方に積置 く,冬中に穂先 3分の2を扱取 り精撰 にて掻ならす,施肥とと もに馬に丸太をひかせ田面板を以て押さえならす (量不明) 寸)上田 1

株12-3本,坪65株下田 1株20本,坪80株 I田40株を1把とし稲架で12-3日かけて十分乾燥した後扱取る栗大 粘土 .真土 稲刈

前に刈取 り稲 7月 1日起返し土 坪 6合 なるべ く深く古 植付に先立って 播種後40日(約 2度 10
月 1日頃(約125 *他に 1か村あ架にかけて丁寧に 塊を砕いて牛馬の (本 田反当 株を起こし細末 牛 馬 の 肥 (踏 7寸)

日) るが史料撮影の扱 く,軽い槌で叩 肥料を施す,10月 7升) に掘立て,牛

馬 辛 .糞等か)を 1株 7-8本, 25-6珠を1把と 都合上判読不可 ○沢神 き ｢_ツ貫キ｣な 20日頃打返 し人尿 を以て耕す,植 施す 坪60株 し稲架にかけて乾相成･村* い よっに し ｢トミ｣を以て突入の

可否を区分,千石在にかけ細実を去って釣棚に積置く,交換なし を施し牛馬で掻 く,翌4月5日起返し牛馬で掻均す 付時施肥し

て木製の大足で踏込む(耕深不明) (量不明) し,家にしまう斉 壌土 稲刈 7日前に大き 4月20日頃起返し 坪 5合 植付前人排によ 植付前 5月中に 播 種後幾 25日 2度 9月25日頃(約125な女穂を抜集める,土塊を砕き人糞を (本 田反当 り深

く起返す 施肥 (約 6寸) 日)内村 軒下で乾したのち薄儀に入れて屋内の梁に木を渡し並べ置 く 施す(量 不明) 6升)
(耕深不明) (種類 .量不明) 1株 6本,坪60株 7株を1把とし稲架にかけて10日間乾し扱取る

小 埴土 稲刈 7日前大きな 4月20日頃起返し 坪 5合 植付前人排によ 植付前 5月中に 播種後幾25日 2度 9月25日頃(約125 斉内村と同文女穂 を抜集める, 土塊を砕 き人

糞を (本 田反当 り深 く起返す 施肥 (約 6寸) 日) I但し筆は異なるo神成村 軒下 で乾したのち薄俵 に入れて屋内の
梁 に木を渡し並べ置 く 施す(量不明) 6升) (耕探不明) (種類 .量不明) 1株 6本,坪60

秩 7株を1把とし稲架にかけて10日間乾し扱取る大 埴土 稲刈 7日前大きな 4月20日頃起返し 坪 5合 植付前人排によ 植付前 5月中に 播 種後幾25日 2度 9月25日頃(約125 斉内村と同文女穂を抜集める

, 土塊を砕き人糞を (本 田反当 り深 く起返す 施肥 (約 6寸) 日) 筆は小神成村と田柿 軒下で乾したのち 施す

6升) (耕探不明) (種類 .量不明) 1株 6本,坪60 7株を1把 と し稲 似てはいるが違

薄儀に入れて屋内の梁に木を渡し並べ置く (量不明) 樵 架 にかけて10日間乾 し抜取る うと考えられるo莱 砂土 稲刈の際直ちに
稲4月中頃
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国見 黒土 稲刈と同時に稲架 4月末起返 して前 坪7合 春の土用10日前 馬の踏草を施す 播種後50日(約 2度 10月
中頃(約 120に ､L 乞 雪 ぎふ のHの ｡k草 ′ヽ 徐の子 (

時期 .量不明) 6-7､らないうちに扱き 施す 8升) 行い,馬で均す,

1株7-8本, 30株を1把とし稲村 俵に入れる,湿気がないよう貯蔵 (量 不明) 田方

は総て浅い(耕深不明) 坪90株 架にかけ乾す賢黒木鐙神野ノ口郷村 粘土,深田 稲を扱き,柿で 静 4月5日頃起返し 坪 7 合 4月5日頃畦を

4月20日頃積置 播種後45日(約 2度 10月9日頃(約100かに押す,｢振
箱 ｣ 土塊を砕き藁灰 . (本田反当 かけ起返し,深 いた肥を施す 7寸) 日)に入れて左右に

振 人尿を交ぜて施す,5升 ) さ平 均 6寸 (種類 .量不明) 1朱7-8本 20 を1把とし稲り上にあがった実の大きいものを撰別し俵に入れる,俵を並べておくが積置の方法は悪い 糞または馬の踏肥は6月土用1

0日前に施し,土地を沸す I｢′ト割｣ して馬で均す I坪48株 架に20日間かけて乾し扱取る駒 黒土 稲刈と同時に稲架
4月中頃起返して,坪7合 春の土用10日前 馬の踏革を施す 播種後50日(約 2度 10月中頃(約120

束今泉村と同文にかけ,よく乾し 前年夏の馬の踏草 (本 田反当 畦塗の後田打を (時
期 .量不明) 6-7寸) 日) (苗代土質のみ場 て貯蔵 を施す 7升) 行い,馬で

均す, 1株7-8本 18株を1把とし稲 異 なる) 同 じ村 (量不明) 田方は総て深い(耕深不明) I坪60株 架にかけ

乾す 筆とも考えられるo中 砂土 稲刈と同時に稲架 4月中頃起返して,坪7合 春の土用10日前 馬の踏草を施す 播種後50日(約 2度 10 月中頃(約 120 東今泉村と同文,にかけ,よく乾し 前年夏の馬の踏草 (本田反当 畦塗の後田打を (時期

.量不明) 6-7寸) 日 ) 同じ筆とも考え里村 て貯蔵 を施す(量不明) 7升) 行い ,馬で均す,田方は総て深い(耕探不

明) 1株7-8本,坪60株 1 8 株を1把とし稲架にかけ乾す られるロ横 砂土 稲刈と同時に稲架 4月中頃起返して,坪7合 春の土用10日前 馬の踏草を施す 播種後50日(約 2度 10月中頃(約 120 東今泉村と同文にかけ,よく乾し 前年夏の馬

の踏草 (本 田反当 畦塗の復田打を (時期 .量不明) 6-7寸) 日) I同じ筆とも考え派村 て貯蔵 を施す
(量不明) 7升) 行い,馬で均す,田方は総て深い(耕深不明) 1株7-8本,坪60株 1

8株を1把として稲架にかけ乾す られる○異相 (黒沢)埴土,｢扱キ穂｣ を軒 ま 3月 日(ママ)頃 坪 5合 植付前,馬耕で 春分に厩肥を反 播種後30日(約 2度 9月28日頃(川 口 .永 たは稲架

で乾し, 起返し土塊を砕き 深 く起返し 当2貫目施す 8寸) 12株を1把とし稲沢 .村永･代川村[コ 代)砂土 慕(錦盤石)を以て
藁産より租を取別ち,軽い杉槌で押し芥を除いて俵に入れ,家内の天井にあげて貯蔵 人尿を施す(量不明) (耕深不

明) 1株6-7本,坪42株 架にかけて乾す浪花 (記述なし) 稲刈と同時に稲架

前年 7月 7日頃起 4合 5勺 清明(4月 5日 耕起以前田に肥 播種後45日(約 2度 寒露
(10月9日頃) 追肥実施の記事にかけて2週間乾 返し馬の踏草を施 (

本田反当 頃)3日後畦 を 料 を運 び置 く 5寸) より刈入れ(約120 見える○して取入れる,よ す, よ く らせて 6升) 塗り暫時馬 に (垂類 .量不明) 1 8本 坪64日)
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- 黒砂 .青砂交り,深田 彼岸過ぎ10月7日頃刈取り,稲架にメ- 田植後打返し,局の踏肥を施し降雪 (記述なし) 4月20日頃起返し土塊を細かく 車中香車にて肥 播種後40 (約 2度 ｢高山｣(真昼山地か)のふもとに近 ふ I､斤∃ ≡1 ､-を葉搬 日 後 日 ,､､8寸) 山の もと
に7iLいのは同村だけかけて20日以上乾 まで4-5度打返 刻む,馬または (種類 .重不明) 1株4-5本,

く秋に寒くなるの ではない,大小本扇村 す し,春播種の際また打返し,馬または人力で撹立 人力で均し大足で何度も踏付け田の草 を除 く(耕探不明) 坪50-60株 が早い,このため稲は早 .中稲のみ,刈人は秋分の7-8日後,9-lo株(上の稲).12-3樵(中).17株(下)を1把とし稲架にかける 神成 .太田 .黒釈 .浪花 .千屋などはよ

りふもとに近い,なお,ここでは村報 告分を使った○本堂城回村 黒砂交りの 彼岸過ぎ10月3日 田植後打返し,局 (記述なし) 4月17日頃起返 雪中

雪車にて肥 播種後40日(約 2度 高山のふもとに近 三本扇村とほぼ土,深田 頃刈取り,稲架に の踏
肥を施し降雪 し土塊を細かく を運搬 8寸) く秋に寒くなるの 同文 (本田耕起かけて20日以上乾 まで4

-5度打返 刻む,馬または (種類 .量不明) 1株4-5本, が早い,このため の日 移植株数す し,春播種の際のまた打返し,馬または人力で撹立 人力で均し大足で何度も踏付け田の草 を除 く(耕深不明) 坪56株 稲は早 .中稲のみ,刈人は早稲秋分の7 -8日後,中

稲13日後,9-lo株(上の稲).12-3樵 (中).17株(下)を1把とし稲架にか ける Iなど異なる)o板内 粘土 .埴土 抜穂を最良とす, 4月10日頃起返し 坪 7合 植付前深田は人 立夏頃に施肥 播種後 40日(約 2
度 9月10日頃(約150見 . 稲架で15日乾し俵 土塊を砕き灰 .糞 (本田反当 柿,

浅田は馬耕 (種類 .量不明) 8寸) 日)内福 に入れ湿気のない 肥料を施す 6升) にて起返し,

起 1株10本 ,坪60 10株を1把とし稲･田堀相見 場所に貯蔵交換一切なし (量不明) 返しは浅 い(柿深不明)

株 架に10日かけた後扱取る長 粘土 成熟の実況活勢あ 4月17日頃起
返し, 植付前人耕にて 耕起の際施肥 播種後40日(約 2度 9月30日頃(約150 原史料撮影の都戸 り優れた穂を撰ぶ

土塊を砕く 深く起返す 8-9寸) 日) 合により一部判呂村 (施肥不明) (耕深不明) 1株6- 7

本,坪36株 7株を1把とし稲架にかけて乾す 読できない箇所があり,後日補いたい○四 粘土 .砂土,

稲刈 1週間前に刈 苗取後馬の踏草を 坪 8合 消雪を待って4 雪中雪車で運搬 播種後40日(約 2度 10月1

日頃深田 取 り,泥がつかな 施して7回ほど起 (本田反当 寸で打起し,小 して積置き,打 7-8寸) 12株を1把とし稲いよう直ちに稲架 返し,翌年4月15

4升 2合) 切して馬で掻き 揺(耕起 .代掻) 1株 5本,坪36 架にかけ乾すツ屋柿 にかけ15日乾す,扱取って楓で貯蔵,稲

刈前に抜穂するものもいる良種交換するものあり 日頃また起返し土塊を砕いて均す 置く,植付時に再び馬で均す の際散布す

る 秩甘｢司 埴土 .砂土 稲刈 1週間前に刈 苗取後馬の踏草を 坪 8合 消雪を待って4 雪中雪車で運搬 播種後40日(約 2度 10月1日頃 四ツ屋村とほほ取り,泥がつかな 施して7回ほど起 (本 田反 当 寸で打起し,小 して積置き,打 7-8寸) 15株を1把 とし 稲 同文(本田反当いよう直ちに稲架 返し,翌年4月15
5
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花鰭村 黒真土 成熟 した ｢末女穂｣を抜取 り稲架にかけて十分乾す,岩手 .宮城県内と種子交換あり 3月下旬消雪を待って起返し4月中旬土塊を打掻き,水を落とす,尿灰を反当り3石ずつ施し真直な竿で地面を均す (記述なし) (記述なし) (記述なし) 6月上旬(約 7-8寸)1株7本,坪56樵 (記 述なし) 9月30日頃刈人後 ,架

にかけて乾す大曲村 埴土 秋分から3-4日 前年の夏至より寒 坪 7合 消雪とともに打 (元肥記述なし) 播種後35-40

日 2度 10月 1日頃(約120過ぎ1株から最上 露まで7度起返し,(本 田反当 返
し土塊を砕き 深田は除草毎に (約 7寸) 日)の '軌の じ､ 1- ~ル ふ､′

2.早 5升) で 一 戻 1 5 土､′36 7 つゝ にメJ2本抜取 り,軒下で乾しておく 施す,春消雪とともに起返し土塊を砕き灰肥を施す I起返 しの深さ約3寸 (量不明)

秩 取 り15株ふた手を1把となし稲架にかけ,15-20日乾して収める大組 壌土 旧暦 9月5日頃刈 旧暦 3月20日頃
起 坪 5合 人力で土塊を深 旧暦 2月頃施す 播種後40日(約 2ない 旧 暦 9月10日頃曲 取稲架にかけ15日 返し土塊を砕き, (本 田反当 く起し馬で掻き (種類 .量不明) 1尺)

し3度 (約130日)西 ほど乾して,翌春 前年の株肥を施す 4升) 均す 1株 5-7本 10株を1把と

し稲梶村合 播種時に竹櫛で良種を撰抜する (量不明) (耕深不明) I坪24株 架 にかけ,15-20日 乾した後抜取

る級 粘土 .埴土 稲架にかけ乾した 4月10日頃起返し 坪 8合 植付前人排にて 土塊を砕 く際に 播種後40日(約 2度 9月27日頃(約100徳,よい穂を選び 土
塊を砕き,人糞 (本 田反当 深く起返し土塊 雪車にて肥料を 7寸) 日)田

翌春の播種までに を施す 7升) を砕 く 運搬 し施す 1株 7本 坪80 20株を1把とし稲村 粗となす交換なし (量不明) (耕深不明

) (種類 .量不明) I樵 架にかけ乾す一台一同栄村 埴土 前年親穂のうち女 4月22-23日起返 坪 1升 2合 4月10日頃7寸 2月中旬草肥を 播種後40日(約 3度 10月上旬(約125-徳(雌穂)を抜取 り し,土塊を砕き高 の深さで起返し,反当500貫ずつ 8寸) 6日)風通よい所-かけ乾す,のち器(浴称セ ンコギ)で丁寧に扱き楓通器で芥を

除き,板の上で揺すって良種を撰抜,入俵 低を均す 稲株を砕き馬で掻き均す 雪車で運び置く 1株 6 -7本,坪35-6株6月

2日頃植付 12株 を 1把とし刈取 と と もに畦立て,2- 3 日後稲架にかけ12-3日乾す,その後納屋

に入れ置く小荒川村 粘土 彼岸 2週間後穂が 苗取後起返し牛馬 坪 5合 3月下旬消雪と

馬の踏草(土塊 播種後45-6日 3度 (約120日)よく揃ったものを の踏草井に木葉を ともに鍬で3寸 砕 く際に) (7-8寸) 14株 を1把とし畦撰び刈取 り,直ち 施

し,立冬までに に起返す,土塊 (量不明) 1株8本,坪42 立2日,稲架に2に稲架にかけ17-8日乾す,扱取の後俵に

入れ土蔵または居間等凍らない場所に貯蔵 4-5度打返し,翌春消雪後起返し人糞または尿藁灰を施し馬耕する を

砕き肥料を施して馬耕 樵 週間かけて乾す千 粘土 彼岸 2週間後穂が 苗取後起返し牛馬 坪 5合 3月下旬消雪と 馬の踏革(土塊 播種後45-6日 3度 (約120日) 小荒川村と全くよく揃ったものを の踏草井に木葉を ともに鍬で3寸 砕く際に) (7-8寸) 14株を1把とし畦 同文
,
但し筆は
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六那村 青真土 秋収時十分実 った 冬,雪上 に馬肥 を 坪 4合 4月中旬鍬で1 3月初旬,前年 播種後35-40日 3度 9月下旬 よ り(約

刈和野村 と全 く樵 (穂 先 三 ツ揃 に 施し消雪後に土塊 尺2- 3 寸起返 馬に踏 ませた草 (8-9寸)
120日) 同文 ○但 し筆て 心元- 2 口 日に ､′30

0 1 7-8 15 1 3 Iは異なるo本出たるものは実りに不 同なし)を抜取 り軒端で乾燥,1斗 5升俵 を屋内の梁に釣 り保存 (量不明) ナ ､-〟-を以て肥料 を撹和 しつ つ 平 均(地均し) I雪榛 にて田面に配 り置 く I坪50株 日間程畦

に置 き,後10日間稲架にかける, よく乾燥 し順次抜取 る飯 粘土 粒の揃 った稲穂 を 馬の踏 草 を積重ね 坪 1升 2月施 肥, 3月 (記述な し) 播 種 後40 日(約 3度 (8月22日開花よ抜

穂,10日間乾 し て腐熟 した ものを 人耕鍬 によって 8-9寸 ) り80日後)三士｡r

1村 て ｢ 及｣ にて 及 6月中 に し,翌 深 さ5-6､ 己 1 5 ,坪50 20 を1巴としき俵 に入れ置 く 春4月20日頃起返し土塊 を砕 き馬鍬で掻 き回す(量不明) 返 し土塊

を砕 き,馬鍬で掻 き回す,のち方言｢シロ｣にて打 ならす 樵 I7日間地上に乾す,のち稲架にかける佐 粘土 (記述な し) 4月16日頃起返 し 秤 (マ 植付前深 さ 1尺 植付前 に施肥 播種後40-50日 8 度 1

0月1日頃(約150野 交換 な し 土塊 を砕 き,草肥 マ)(本田反 3寸に起返 し, (種類 .量不明) (約8寸) (ママ) 日)村

級合 を施す(量不明) 当 5升) 1反歩に付 き人耕 5人,馬耕 1疋 1株10本,坪49樵 17株 を 1把 とし10日間地上 に乾

して抜取 る⊥ノ 青黒上 秋収時十分実 った 冬,雪上に馬肥を 坪4合 4月中旬鍬で1 3月初旬,前年 播種後

35-40日 3度 9月下旬 よ り(約 刈和野村 とほぼ徳(穂 先三 ツ揃 に 施し消雪後に土塊 (本 田反 当 尺2-3寸起返 馬に踏 ませた草 (8-9寸) 120日) 同文(苗代手入那ヽ東梶村 て穂7T:一重 より2本出たるものは実りに不 同 な し)を抜取 り軒端で乾燥,1iト5升俵 を屋内の梁に釣 り保存 と馬 糞 を和 す,(苗取後)冬季に至るま

で3-4度鍬柿 7升 ) す,下旬馬力 を以て肥料 を撹和しつ つ平均 (地均 し) 肥 を反当300貫車

上手車 にて田 1株 7-8本,坪50株 20株 を1把 とし31菅 ノ! チ収穫時の 1把株数等異 なる)o∃ ≡ヨ

ー面に配 り置 く 日間畦にLaき,後10日間稲架にかける, よく乾燥 し順次扱取 る金 粘土,黒土

豊熟 した大 きな穂 苗取 後直ちに起返 坪8合 稲刈後用水路 . 香,雪中に馬肥 播種後45-6日 3度 (約

120日)を抜取 り4-5日 し馬肥 を施す,秩 (本 田反 当 溜池の境 を流 し を配置 (約8寸) 14-5株 を1把 と水中に浸 したのち,メ- 李 までに 2-3度 4升 ) 込み,翌春雪中 (量不明) 1株8本,坪42 し,刈取後畦に倒派村 日なたに釣 って乾す,｢千扱｣にて扱取 り塵 .批 を除いて精撰,温気 を避け梁の上に保存,2-3年で種子交換 打返 し,翌春消雪を待 って6-7寸に起返 し,播種3日前 に尿灰 .人糞施 し馬で掻 く に馬肥 を配置,消雪後5-6寸に起返 し土塊砕くぐ田小切 ),悼付前馬力で掻 き均す 樵 に立てる (穂 を下に, 本 を上 に),稲の本が乾 く

のを待 って杭 にかけ14日間乾し収める金安 赤埴 虫の 付いていない 4月10日頃起返 し,坪 8合 植付前人耕 にて 2月20日頃施肥 播 種 後45日(約 2度 10月15日頃(約130
稲を撰ぴ｢ハサ掛
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宮組 粘土,深田 豊 熟 の ｢男 稲｣ 4月下旬起返し土 坪 6合 5勺 植付前人と馬に 雪中運搬 し6尺 播種後35日(約 3度 10月
上旬 (約 120(雄 穂)5本 ｢女 塊を砕き,馬の踏 (本 田反当 て塊土を混和 し,四方の穴を

掘 り 8寸 2-3分) 日)稲｣(雌穂)13本の 辛(野草)を施す 1石 9斗 5 5度深耕する 埋め置

く , 1町 1株4-5本 8株を1把とし直林新田村合 割合で撰抜 し,直ちに架上にかけて乾して俵に入れ貯蔵, ｢抜 撰｣ は｢各年ニ(隔年か)是ヲ行フ｣ (量不明) 升) (耕深不明) 歩当り50駄 , 消雪後田排の 節に施す(種類

不明) I坪40株 ちに架上にかけ15日間乾 して収蔵内 粘 土 .堰 よき穂を扱取 り, 3月2日頃起返し 坪 6-7合 植付前初め人耕,植付
15-6日前 播種後40日(約 3度 10月 1日頃(約120 *他に1か村あ小 土 .真土, 水中に3日間入れ 土塊を砕

き,馬糞 (本 田反当 のち牛馬耕を行 I牛馬排の際に施 7-8寸) 日) るが史料撮 影の友 深田 た後,よく乾して を施す 5升) う,深さ1尺 5 肥 1株 5-6本 8-9株を1把と ′1/都

合上判読 不可○村* 貯蔵 (量不明) 寸-3寸 (種類 .量不明) I坪48-9株 し,地上に乾して稲架にかける外

小友村 壌土 日に乾し稲小屋に 4月7日頃起返し 坪 6合 植付前人耕また (記述なし) 播 種後40日後 2度 9月25日頃(約100貯蔵 土塊を砕き
,馬肥を施す(量不明) は局耕(耕探不明) (約 8寸)1株10本,坪40秩 日)14株を1把とし稲架にかけて乾す,

およそ150日を経て抜取る門 埴土 普通の稲のうち最 4月15日頃起返し 坪 6合 4月15
日頃畦塗 馬で均 した後, 播種後35-6日 2度 10月1

0日頃(約130もよく乾いた稲の 土塊を砕き糞肥を (本田反当 りと同時に1株 反当り15駄の肥 (約5寸) 日)心 象いて I- 4升) ご に 己返 I.L 15-7 24 1屋村 I｢〆キ

租｣(湿けた
粗



明治10年代における秋田県農業の技術段階 (勝部)

第 5表 本田移植 (田植え)時の苗株数 ･本数 (仙北郡)

1株坪当 40株未満 50株未満 50-70株 70株以上 合

計 備 考3- 4 本 0町村 0町村 0町村 0町村 0町村

4-5本含む(3か村)5- 6以

下 5 6 12 1 247- 8 3 8 16 4 31 6-7本含む(4か

村)10- 1 3 2 1 7




